
日
本
統
治
下
の
朝
鮮
に
お
け
る
警
察
機
構
の
改
編
、

i
憲
兵
警
察
制
度
か
ら
普
通
警
察
制
度
へ
の
転
換
を
め
ぐ
っ
て
一

松

田

ロ禾

彦
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【
要
約
】
本
稿
の
目
的
は
、
植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
警
察
機
構
が
、
一
九
一
九
年
の
三
・
一
独
立
運
動
に
対
し
て
い
か
な
る
対
応
を
し
、
そ
の
後
ど
の
よ

う
に
改
編
さ
れ
て
い
っ
た
か
を
考
察
し
、
一
九
二
〇
年
代
の
「
文
化
政
治
」
を
成
立
過
程
か
ら
捉
え
る
基
礎
作
業
を
行
う
ご
と
に
あ
る
。
三
・
一
運
動
が

農
村
僻
地
を
含
め
朝
鮮
全
土
で
起
こ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
警
察
機
構
は
末
端
治
安
維
持
力
の
強
化
を
課
題
と
し
て
突
き
つ
け
ら
れ
た
。
警
察
制
度
の
改
革

は
、
既
に
一
九
一
〇
年
代
初
め
よ
り
朝
鮮
総
督
府
文
官
官
僚
や
本
国
の
原
敬
な
ど
に
よ
っ
て
構
想
さ
れ
て
は
い
た
。
し
か
し
、
軍
部
や
総
督
府
武
官
が
、

従
来
の
憲
兵
警
察
制
度
に
代
わ
り
普
通
警
察
制
度
を
求
め
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
三
・
一
運
動
の
衝
撃
を
受
け
て
か
ら
の
こ
と
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の

制
度
酌
改
編
の
過
程
で
夏
鳶
警
察
力
の
強
化
と
い
う
課
題
も
解
決
が
図
ら
れ
た
が
、
実
際
に
そ
れ
を
課
題
と
し
て
認
識
し
実
現
さ
せ
る
役
割
を
担
っ
た
の

は
宇
佐
美
勝
夫
、
国
友
酌
量
ら
総
督
府
官
僚
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
彼
ら
が
敷
い
た
警
察
力
強
化
の
路
線
に
従
っ
て
、
水
野
錬
太
郎
と
水
野
選
り
す
ぐ
り
の

新
幹
部
が
短
期
間
で
警
察
力
拡
張
を
進
め
た
。
こ
の
よ
う
に
、
三
・
一
運
動
に
よ
っ
て
露
呈
さ
れ
た
植
民
地
的
現
実
は
、
植
民
地
官
僚
の
手
で
政
策
に
組

み
込
ま
れ
て
い
っ
た
の
だ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
七
四
巻
五
号
　
一
九
九
一
年
九
月

は
　
じ
　
め
　
に

　
植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
警
察
は
、
朝
鮮
軍
と
な
ら
ん
で
、
植
民
地
支
配
を
終
局
的
に
保
証
す
る
武
力
装
置
の
役
割
を
担
い
、
か
つ
権
力
の
最

前
線
と
し
て
朝
鮮
民
族
と
対
蒔
し
た
。
こ
の
警
察
機
構
に
つ
い
て
、
制
度
面
を
図
1
に
し
た
が
っ
て
素
描
し
て
お
こ
う
。
ま
ず
、
朝
鮮
「
併
合
」

以
降
、
約
一
〇
年
聞
の
い
わ
ゆ
る
「
武
断
政
治
」
の
時
期
に
お
い
て
は
、
憲
兵
警
察
制
度
の
も
と
、
憲
兵
が
軍
事
警
察
以
外
の
一
般
警
察
業
務

67　（673）



図1　植民地朝鮮における警察組織（概略図）

憲兵警察制度

（朝鮮総督）
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（警務部長）
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兼
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遠
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玉

E
’
嘩
「
｛
俘
一

　
＝

［各道］憲兵隊本部
　（憲兵隊長）

警察署

凸
警

棄
l
l派i
i
l所

警
変
鼠

駐
在
所

澱
細

書争」通墓穿室餐｛1｝ij∫斐

Gサ」魚＃乗窓肇条）
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　　［各道］第3部

伽部ﾋ事翻）
　　　警察署

一警察
官
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鐵
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灘礁1鰍

註憲兵警察制度は3・1運動勃発直前の組織，普通警察制度は1919年の制
　度改正直後の紐織を想定して掲げた。

出典：朝鮮総督府r施政二十五年史』（同，1935年）33頁，及び，朝鮮総督

　府警務局『朝鮮警察之概要（1925年版）』15頁所載の図を補訂した。

を
も
広
く
掌
握
し
た
。
陸
軍
将
官
の
朝
鮮
憲
兵
隊
司
令
宮
が
中
央
の
警
務
総
長
を
兼
任
し
、
地
方
で
は
各
署
の
警
務
部
長
に
佐
官
級
の
憲
兵
隊

長
が
据
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
彼
ら
の
管
轄
下
に
、
文
官
警
察
官
の
警
視
・
警
部
・
巡
査
と
、
憲
兵
尉
官
（
警
視
に
任
用
）
・
憲
兵
下
士
官
（
警
部

に
任
用
）
・
憲
兵
上
等
兵
（
巡
査
に
任
用
）
が
配
属
さ
れ
た
。
ま
た
、
機
関
と
し
て
は
書
道
警
務
部
属
繰
下
に
、
警
察
署
・
駐
在
所
・
派
出
所
等
に

加
え
、
憲
兵
分
隊
以
下
の
官
署
が
置
か
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
「
憲
兵
政
治
」
の
時
代
は
、
一
九
一
九
年
三
月
に
起
こ
っ
た
三
・
一
独
立
運
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動
の
衝
撃
に
よ
っ
て
、
幕
を
閉
じ
る
。
同
年
八
月
の
普
通
警
察
制
度
へ
の
転
換
に
よ
り
、
警
務
総
監
部
を
廃
止
、
総
督
府
官
署
と
し
て
警
務
局

が
設
置
さ
れ
、
ま
た
地
方
長
官
に
警
察
権
が
移
譲
さ
れ
て
各
道
に
道
知
事
管
轄
の
第
三
部
（
一
九
二
一
年
二
月
「
警
察
部
」
と
改
称
）
が
設
け
ら
れ
た
。

　
本
稿
の
課
題
は
、
植
民
地
期
最
大
の
民
族
運
動
で
あ
る
三
・
一
独
立
運
動
に
直
面
し
た
警
察
機
構
が
、
い
か
な
る
対
応
を
し
、
ど
の
よ
う
な

認
識
の
も
と
に
自
ら
の
再
編
を
す
す
め
て
い
っ
た
の
か
を
考
察
す
る
こ
と
に
あ
る
。
従
来
、
こ
の
聞
題
は
、
一
九
二
〇
年
代
の
朝
鮮
支
配
政
策

で
あ
る
「
文
化
政
治
」
の
欺
購
性
を
暴
露
す
る
文
脈
の
な
か
で
度
々
論
及
さ
れ
て
き
た
。
「
文
化
政
治
」
に
つ
い
て
は
既
に
か
な
り
の
研
究
の

　
　
　
　
①

蓄
積
が
あ
り
、
警
察
機
構
に
つ
い
て
も
「
警
察
制
度
の
改
編
に
よ
っ
て
、
朝
鮮
人
民
に
向
け
ら
れ
た
日
本
帝
国
主
義
の
暴
力
装
置
は
、
実
質
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

に
は
改
編
前
を
は
る
か
に
凌
駕
す
る
こ
と
に
な
っ
た
」
と
い
う
事
実
が
実
証
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
、
ほ
ぼ
定
説
と
な
っ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。

　
し
か
し
、
事
実
関
係
の
把
握
は
深
め
ら
れ
て
き
た
に
せ
よ
、
な
お
残
さ
れ
た
問
題
点
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
第
一
に
、
三
・
一
運
動
と
文
化
政
治
の
連
関
性
の
問
題
が
あ
る
。
な
る
ほ
ど
、
「
三
・
一
運
動
に
た
い
す
る
日
本
帝
国
主
義
の
対
応
策
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

つ
」
と
し
て
「
『
文
化
政
治
』
を
…
…
と
り
あ
げ
た
し
と
い
う
よ
う
に
、
「
文
化
政
治
」
の
契
機
と
し
て
三
・
一
運
動
が
あ
っ
た
こ
と
は
従
来
の

研
究
で
も
必
ず
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
前
提
に
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
「
文
化
政
治
」
の
成
立
過
程
を
探
ろ
う
と
し
た
試
み
は
、
実

際
に
は
ほ
と
ん
ど
無
か
っ
た
。
「
文
化
政
治
」
と
い
う
用
語
に
、
し
ば
し
ば
「
斎
藤
総
督
の
」
と
い
う
接
頭
辞
が
付
さ
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
も

窺
え
る
よ
う
に
、
斎
藤
実
が
朝
鮮
総
督
と
し
て
赴
任
す
る
一
九
一
九
年
八
月
以
前
の
間
題
は
捨
象
さ
れ
が
ち
だ
っ
た
。
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

る
こ
と
は
、
つ
と
に
必
要
性
が
強
調
さ
れ
て
き
た
、
植
民
地
支
配
を
民
族
運
動
と
の
連
関
性
か
ら
解
明
す
る
作
業
の
一
環
と
も
な
ろ
う
。

　
ま
た
、
第
二
に
先
の
問
題
点
の
論
理
的
帰
結
と
し
て
、
三
・
一
運
動
と
「
文
化
政
治
」
を
結
び
つ
け
る
役
割
を
担
っ
た
の
は
具
体
的
に
誰
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

つ
た
の
か
、
と
い
う
問
題
も
関
心
の
対
象
外
に
置
か
れ
た
。
た
だ
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
春
山
明
哲
玩
の
研
究
に
よ
っ
て
い
く
ら
か
照
射
さ
れ

る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
春
山
氏
は
三
二
運
動
期
の
首
相
で
あ
っ
た
原
敬
の
政
治
指
導
を
強
調
し
、
「
文
化
政
治
し
に
お
け
る
「
内
地
延
長
主

義
」
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
生
成
を
原
に
求
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
二
〇
年
代
朝
鮮
の
地
方
「
自
治
」
制
度
な
ど
に
、
原
の
内
地
延
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

主
義
の
顕
現
を
認
め
る
韓
里
謡
玩
の
研
究
に
も
似
通
っ
た
問
題
意
識
は
認
め
ら
れ
る
。
と
は
い
え
、
「
文
化
政
治
」
の
個
別
的
政
策
に
お
い
て
、

69 （675）



内
地
延
長
主
義
が
ど
の
程
度
実
現
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
の
検
討
は
不
十
分
で
あ
り
、
と
り
わ
け
警
察
機
構
の
特
質
を
説
明
す
る
う
え
で
一
つ
の

疑
問
点
を
残
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
「
内
地
延
長
主
義
」
と
い
う
モ
チ
ー
フ
に
よ
っ
て
、
内
地
型
の
普
通
警
察
制
度
の
採
用
と
い
う
転
換
を
理

解
す
る
こ
と
は
で
き
る
と
し
て
も
、
制
度
改
編
に
伴
っ
た
警
察
力
の
大
幅
な
増
強
を
読
み
解
く
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
点
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
こ
こ
に
述
べ
た
二
つ
の
問
題
点
は
、
植
民
地
朝
鮮
の
警
察
に
関
す
る
数
少
な
い
先
行
研
究
に
お
い
て
も
克
服
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
9

　
以
上
の
よ
う
な
問
題
点
を
踏
ま
え
、
本
稿
は
警
察
と
い
う
一
部
門
一
し
か
し
支
配
政
策
の
中
で
も
す
ぐ
れ
て
本
質
的
な
一
部
門
i
の
考

察
を
通
じ
て
、
「
文
化
政
治
し
と
三
・
一
運
動
の
対
応
関
係
を
改
め
て
問
い
な
お
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
叙
述
の
手
順
と
し
て
は
朝
鮮
警

察
の
三
・
一
運
動
へ
の
対
応
と
そ
こ
で
顕
現
し
た
問
題
点
を
ま
ず
検
討
し
、
次
に
、
そ
の
問
題
点
が
警
察
機
構
再
編
の
過
程
で
処
理
さ
れ
て
い

く
様
相
を
、
そ
の
担
い
手
に
も
注
意
し
つ
つ
追
っ
て
ゆ
く
。

　
　
　
凡
　
　
例

　
　
1
　
本
稿
で
言
う
「
京
城
」
は
現
ソ
ウ
ル
を
指
す
。
括
弧
は
省
略
し
た
。
r

　
　
2
植
民
地
朝
鮮
に
駐
屯
し
た
軍
隊
、
憲
兵
隊
の
正
式
名
称
は
、
朝
鮮
「
併
合
」
か
ら
一
九
一
八
年
五
月
ま
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
《
朝
鮮
駐
蒲
池
し
「
朝
鮮
駐

　
　
割
憲
兵
隊
」
、
同
年
六
月
以
降
は
「
朝
鮮
軍
」
「
朝
鮮
憲
兵
隊
」
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
便
宜
上
「
朝
鮮
軍
」
「
（
朝
鮮
）
憲
兵
隊
」
に
統
一
し
た
。

　
　
3
　
本
稿
中
、
次
の
略
記
を
用
，
い
た
。

　
　
　
㊨
「
三
・
一
運
動
日
次
報
告
（
朝
鮮
総
督
）
」
（
姜
徳
正
編
『
現
代
史
資
料
2
5
朝
鮮
1
』
み
す
ず
書
房
、
一
九
六
五
年
）
二
六
〇
頁
n
v
「
日
次
報
告
（
総
督
）
」

　
　
　
　
（
二
六
〇
頁
）
。
同
様
に
、
コ
一
丁
一
運
動
日
次
報
告
（
朝
鮮
総
督
麿
警
務
総
監
部
）
」
（
同
右
書
所
収
、
た
だ
し
「
三
・
一
運
動
日
次
報
告
（
朝
鮮
総
督

　
　
　
府
警
務
局
発
）
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
収
め
ら
れ
て
い
る
）
亭
「
日
次
報
告
（
警
務
総
監
部
）
」
、
「
三
・
一
運
動
日
次
報
告
（
朝
鮮
軍
司
令
官
）
」
（
同
右

　
　
　
書
房
収
）
亭
「
日
次
報
告
（
朝
鮮
軍
）
」
の
よ
う
に
略
記
し
た
。

　
　
　
⑲
源
歪
一
郎
編
『
原
敬
日
記
』
（
福
村
出
版
、
一
九
六
五
年
）
、
一
九
一
九
年
四
月
一
日
頓
『
原
日
記
』
一
九
・
四
・
一
。
新
聞
の
日
付
も
同
様
に
し
て
示

　
　
　
し
た
。

　
　
　
④
国
友
尚
謙
「
朝
鮮
警
察
三
十
年
の
回
顧
」
（
『
警
務
彙
報
』
三
五
四
号
、
一
九
三
六
年
一
〇
月
）
吾
国
友
h
回
顧
」
。
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①
　
「
文
化
政
治
」
直
接
の
主
題
と
す
る
研
究
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
中

　
塚
明
「
日
本
帝
国
主
義
と
朝
鮮
i
三
・
一
運
動
と
『
文
化
政
治
睡
（
『
日
本
史
研

　
究
』
八
三
号
、
一
九
六
六
年
三
月
）
、
金
聾
均
「
斎
藤
実
『
文
化
施
策
』
潮
　
一
断

　
面
」
（
『
三
・
　
運
動
五
〇
周
年
紀
念
論
集
』
ソ
ウ
ル
、
東
亜
B
弊
社
、
一
九
六
九

　
年
）
、
趙
文
題
「
豊
本
帝
顯
主
義
の
い
わ
ゆ
る
『
文
化
政
治
』
の
本
質
」
（
『
歴
史

　
評
論
』
二
四
八
号
、
　
一
九
七
一
年
三
、
四
月
）
、
金
雲
泰
「
日
干
斎
藤
総
督
斜

　
『
文
化
政
治
』
潮
欺
賄
性
」
（
『
行
政
論
叢
』
一
二
巻
一
号
、
一
九
七
四
年
一
月
）
、

　
李
玉
卿
「
日
雪
下
『
文
化
政
治
』
斗
本
質
司
関
量
研
究
～
幾
族
運
動
斗

　
潮
連
関
州
刈
一
」
（
ソ
ウ
ル
、
梨
花
女
子
大
学
校
大
学
院
碩
士
論
文
《
未
公

　
刊
》
、
一
九
七
四
年
一
一
月
）
、
姜
東
鎮
『
読
本
の
朝
鮮
支
配
政
策
史
研
究
i
一

　
九
二
〇
年
代
を
申
心
と
し
て
』
（
東
大
出
版
会
、
　
一
九
七
九
年
。
後
に
韓
国
語
版

　
『
二
丁
潮
韓
国
侵
略
政
策
史
』
《
ソ
ウ
ル
、
　
ハ
ン
ギ
ル
社
、
　
一
九
八
五
年
》
が

　
出
版
さ
れ
た
）
、
韓
培
浩
「
三
・
一
運
動
直
後
羽
朝
鮮
植
袖
留
政
策
－
斎
藤

　
文
化
政
治
仁
恩
属
音
中
心
φ
一
三
～
i
」
（
韓
国
筏
会
科
学
研
究
協
議
会
『
日

　
本
植
民
政
策
州
篭
量
　
研
究
』
一
九
八
○
年
。
後
に
、
曇
霞
暑
気
『
日
切
釧

　
韓
国
植
畏
統
治
』
《
ソ
ウ
ル
、
正
音
社
、
一
九
八
五
年
》
に
収
め
ら
れ
た
）
、
姜
吉

　
遠
「
朝
鮮
総
督
府
潮
新
施
政
朔
露
量
考
察
」
（
『
圓
光
史
学
則
一
二
、
一
九

三
・
一
運
動
と
憲
兵
警
察

　
八
一
年
一
ご
月
）
、
姜
東
鎮
「
文
化
主
義
潮
基
本
性
格
」
（
『
韓
国
社
会
研
究
駈

　
二
号
、
一
九
八
四
年
）
。

②
　
趙
文
渕
、
前
掲
論
文
、
七
五
頁
。

③
中
塚
、
前
掲
論
文
、
五
四
頁
。

④
中
塚
明
「
朝
鮮
の
罠
族
運
動
と
日
本
の
朝
鮮
支
配
」
（
『
思
想
』
五
三
七
号
、
一

　
九
穴
九
年
三
月
）
。

⑤
　
春
山
明
哲
「
近
代
日
本
の
植
民
地
統
治
と
原
敬
」
（
春
山
明
哲
・
若
林
正
出
『
日

　
本
植
民
地
主
義
の
政
治
的
展
開
　
一
八
九
五
－
一
九
三
四
年
』
ア
ジ
ア
政
経
学
会
、

　
　
九
八
○
年
）
。

⑥
韓
導
爆
、
前
掲
論
文
（
本
稿
で
は
車
基
壁
編
『
日
歯
釧
韓
国
植
罠
統
治
』
所

　
収
の
も
の
を
引
用
す
る
）
。

⑦
　
次
の
研
究
を
参
照
さ
れ
た
い
。
並
木
真
人
「
罠
族
運
動
・
警
察
（
1
）
」
、
（
村
上

　
勝
彦
「
植
民
地
期
朝
鮮
社
会
経
済
の
統
計
的
研
究
（
1
）
」
の
う
ち
、
『
東
京
経
大

　
学
会
臨
誌
』
　
一
一
二
六
号
・
、
　
一
九
入
四
年
⊥
ハ
月
）
、
　
O
ヴ
O
づ
σ
q
無
謀
7
　
0
7
0
づ
、
、
．
剛
O
罵
O
O

　
窪
畠
O
o
旨
旨
壽
一
な
O
g
＃
o
一
ω
嘱
ω
8
旨
ω
ご
昏
。
国
翁
町
お
、
”
悌
言
閑
．
螢
竃
饗
話

　
碧
山
窯
．
押
℃
＄
け
識
ρ
。
α
ω
‘
↓
ぎ
ミ
ミ
§
恥
9
N
§
蝋
ミ
奪
》
“
ミ
（
摩
ぎ
8
8
p

　
累
い
”
℃
識
昌
8
8
口
q
鳴
く
費
。
・
一
ぞ
℃
お
ω
ρ
一
り
◎
。
蒔
）

　
三
・
一
運
動
に
お
い
て
、
各
道
の
警
察
署
か
ら
末
端
の
駐
在
所
・
派
出
所
に
い
た
る
憲
兵
警
察
機
関
が
、
朝
鮮
民
族
に
よ
る
攻
撃
対
象
と
な

っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
面
事
務
所
、
学
校
、
郵
便
局
等
の
地
域
末
端
支
配
機
構
は
、
い
ず
れ
も
権
力
と
民
衆
の
接
点
と
し
て
攻
撃

目
標
と
な
っ
た
が
、
警
察
機
関
に
つ
い
て
も
少
な
か
ら
ず
そ
れ
は
当
て
は
ま
っ
た
。
官
公
署
被
害
計
二
七
八
件
の
う
ち
、
警
察
官
署
八
七
（
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

一
％
）
、
憲
兵
隊
七
二
（
二
六
％
）
と
の
数
字
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
治
安
維
持
機
関
そ
の
も
の
が
攻
撃
の
的
と
な
る
事
態
に
対
し
、
植
民
地
権
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

が
ど
の
よ
う
な
対
処
を
し
た
の
か
を
ま
ず
見
て
い
こ
う
。
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各
都
市
に
お
い
て
独
立
宣
言
書
朗
読
と
い
う
形
態
か
ら
始
ま
っ
た
三
・
一
運
動
は
、
当
初
「
単
二
市
街
地
二
於
ケ
ル
単
純
ナ
ル
示
威
運
動
二

品
ギ
ザ
リ
シ
為
警
察
機
関
ノ
ニ
ミ
依
り
」
鎮
定
す
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
た
（
「
日
次
報
告
（
総
督
）
」
二
六
〇
頁
）
。
運
動
第
一
日
目
、
軍
隊
は
警
戒

も
し
く
は
示
威
の
役
目
を
担
い
、
実
際
の
鎮
圧
に
は
憲
兵
警
察
が
主
に
当
た
っ
た
（
「
日
次
報
告
（
警
務
総
監
部
）
」
二
八
五
～
二
八
六
頁
）
。
し
か
し
、

運
動
が
日
を
置
か
ず
し
て
各
地
に
広
ま
る
と
、
三
月
一
一
日
、
本
国
陸
軍
省
は
憲
兵
警
察
の
長
た
る
朝
鮮
憲
兵
隊
司
令
官
児
島
惣
次
郎
に
宛
て

て
、
次
の
よ
う
な
電
文
を
送
っ
た
。

　
　
「
貴
官
ハ
鎮
圧
方
二
就
テ
ハ
軍
司
令
官
ト
密
接
ナ
ル
連
繋
ヲ
保
持
シ
ア
ル
コ
ト
ト
信
ス
ル
モ
若
シ
大
臣
ヨ
リ
軍
司
令
官
二
注
意
方
ノ
希
望

　
　
事
項
等
ア
レ
ハ
電
請
ア
レ
」
（
「
日
次
報
告
（
朝
鮮
軍
）
」
八
七
頁
）
。

　
憲
兵
警
察
側
と
朝
鮮
軍
側
の
意
思
疎
通
を
促
し
た
の
で
あ
る
。
事
実
、
こ
の
頃
よ
り
軍
は
次
第
に
弾
圧
の
前
面
に
立
っ
て
い
く
。
当
時
一
個

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

師
団
半
の
体
制
で
編
成
さ
れ
て
い
た
朝
鮮
軍
は
、
そ
れ
ま
で
出
動
を
「
成
ル
ヘ
ク
騒
擾
区
域
二
止
口
」
て
い
た
が
、
三
月
＝
一
日
、
未
然
防
止

の
名
目
で
運
動
部
生
地
以
外
に
も
行
う
こ
と
と
し
た
（
「
日
次
報
告
（
朝
鮮
軍
）
」
一
〇
六
頁
）
。
軍
隊
の
分
散
配
置
に
踏
み
切
っ
た
の
で
あ
る
。
こ

れ
は
ま
ず
京
畿
道
、
平
安
南
北
道
、
黄
海
道
を
除
く
九
三
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
。
さ
ら
に
三
月
下
旬
、
運
動
の
中
心
が
北
部
か
ら
南
部
へ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

移
る
に
つ
れ
、
分
散
配
置
の
網
は
よ
り
広
い
範
囲
に
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
、
四
月
三
日
ま
で
に
一
二
〇
箇
所
を
数
え
た
。

　
も
ち
ろ
ん
こ
の
段
階
で
も
、
軍
警
両
者
の
緊
密
な
連
携
・
協
力
が
望
ま
れ
て
い
た
と
い
う
点
に
変
わ
り
は
な
か
っ
た
。
三
月
二
八
日
、
「
総

督
門
衛
戎
司
令
官
二
必
要
ノ
兵
力
ヲ
京
域
二
増
派
シ
警
務
機
関
ト
協
力
シ
テ
警
備
並
二
鎮
圧
二
従
事
ス
ヘ
キ
旨
」
を
指
示
し
て
い
る
（
「
日
次
報

告
（
朝
鮮
軍
）
」
一
五
三
頁
）
。

　
と
こ
ろ
が
、
四
月
に
入
る
と
、
そ
の
「
協
力
」
が
十
分
に
な
し
得
な
い
状
況
に
陥
る
。
運
動
が
農
村
部
に
ま
で
波
及
し
最
高
潮
に
達
す
る
と
、

警
察
機
関
は
「
積
極
手
段
二
出
テ
鎮
圧
二
努
」
め
た
の
だ
が
、
問
題
は
、
運
動
発
生
地
が
「
辺
陳
ノ
町
並
日
本
人
一
鮮
人
三
位
ノ
定
員
ノ
駐
在

所
所
在
地
ナ
ル
ヲ
以
テ
軍
隊
ノ
応
援
ハ
意
ノ
如
ク
ナ
ラ
サ
ル
所
多
シ
」
と
い
う
点
に
あ
っ
た
（
「
日
次
報
告
（
朝
鮮
軍
）
」
一
七
〇
頁
）
。
分
散
配
置

が
号
数
十
箇
所
に
達
し
て
い
た
と
は
い
え
、
末
端
の
治
安
維
持
を
担
う
の
は
朝
鮮
全
土
の
一
千
八
百
余
箇
所
に
置
か
れ
た
憲
兵
警
察
機
関
で
あ
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貝本統治下の朝鮮における警察機構の改編（松田）

褒1　一時撤退を行った駐在所一一覧

潤 警察駐在所

京　畿

平安北

平安倉

雲鏡北

江　原

忠清南

慶尚北

i新妻，沙江，拓峯，鳳南

雪
色
宜

熊
五
天

憲兵駐在所

土気

天台

下檜洞

北面，竜岩里，宝山院

計

4
1
1
2
1
4

別計

4

2

30＊

？

1

7

1

計 7 6 1　i3　i　4s

註：1，「別記」以外は，4月2H～4月15日に撤退を行った機関を示す。
　2．「別計」欄は1919年6月の憲兵隊長会議にて報告された数であり，

　　最：終的な撤退数を蓑すものと考えられる。

　3．平安南道の「別計」欄の30（＊）は，「騒擾ヲ一挙二鋲圧スヘキ積

　　極的方針」による「警察カノ集中」一つまり危険性増加による撤退

　　ではない一と説明されているが，一応表に含めておいた。
出典：「三・一運動日次報告（警務総監部）」（『現代史資料25朝鮮1』所収）

　377：頁より作成。「別計W欄のみ，朝鮮憲兵隊司令部r朝鮮騒擾事件状

　　況』第6章「現在二於ケル民心一般ノ状態及将来ノ予測」に拠る。

　
　
所
ハ
機
宜
二
応
ジ
引
揚
ゲ
差
支
ナ
キ
旨
ヲ
丁
令
シ
…
…
」
　
（
「
日
次
報
告

　
　
（
警
務
総
監
部
）
」
三
七
七
頁
）

　
実
際
、
こ
の
警
務
総
監
部
の
指
示
に
従
い
、
一
五
日
ま
で
に
十
余
り
の
駐

在
所
が
撤
退
を
行
っ
て
い
る
（
表
－
）
。
折
し
も
、
三
月
末
以
降
、
巡
査
補
・

憲
兵
補
助
員
を
も
含
む
末
端
支
配
機
構
に
お
け
る
朝
鮮
人
官
公
吏
（
面
長
、
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

書
記
、
区
長
な
ど
）
の
離
反
が
増
加
し
て
い
た
。

　
一
部
分
と
は
い
え
、
植
民
地
支
配
の
後
退
が
現
実
化
し
た
こ
と
は
、
治
安

維
持
能
力
の
限
界
を
は
っ
き
り
認
識
さ
せ
る
も
の
と
な
っ
た
。
既
に
警
察
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

に
つ
い
て
は
、
運
動
勃
発
後
、
西
千
挺
の
銃
を
陸
軍
省
か
ら
購
入
し
、
ま
た
、

四
月
上
旬
か
ら
巡
査
補
充
の
た
め
に
無
試
験
任
用
の
特
例
を
設
け
た
り
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
⑦

増
強
に
努
め
て
い
た
。
し
か
し
、
憲
兵
は
補
充
採
用
予
定
を
加
え
て
も
二
〇

名
の
不
足
、
憲
兵
補
助
員
に
い
た
っ
て
は
、
欠
員
一
五
〇
名
に
加
え
、
三
月

末
に
は
六
六
〇
名
の
大
量
満
期
者
が
出
て
お
り
、
　
「
勤
務
人
員
著
シ
ク
不
足

ノ
折
柄
各
地
ノ
騒
擾
ハ
容
易
二
屏
息
ス
ル
ノ
見
込
ナ
キ
」
と
い
う
窮
境
に
陥

っ
て
い
た
（
「
日
次
報
告
（
朝
鮮
軍
）
」
一
九
二
～
一
九
三
頁
）
。
新
た
な
弾
圧
体
制

り
、
そ
の
力
量
不
足
は
大
き
な
問
題
で
あ
っ
た
。

し
か
も
、
事
態
は
さ
ら
に
深
刻
だ
っ
た
。
警
務
総
監
部
の
日
次
報
告
は
次
の
よ
う
に
伝
え
る
。

　
　
「
各
地
ノ
騒
擾
漸
ク
僻
量
地
二
波
及
セ
シ
ノ
、
ミ
ナ
ラ
ズ
危
険
性
益
々
顕
著
ト
ナ
レ
ル
ヲ
以
テ
四
月
二
日
各
階
兵
隊
長
警
務
部
長
二
対
シ
、

　
　
勢
力
利
用
上
一
時
附
近
ノ
駐
在
所
二
併
合
ス
ル
面
内
地
人
ノ
在
住
セ
ザ
ル
僻
遠
ノ
地
ニ
シ
テ
他
山
加
護
ヲ
要
ス
ル
モ
ノ
ナ
キ
地
方
ノ
駐
在
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が
要
求
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
四
月
二
臼
、
本
国
の
田
中
悪
趣
は
、
総
督
府
か
ら
政
府
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
山
縣
政
務
総
監
に
対
し
、
軍
隊
統
率
権
を
持
つ
朝
鮮
総
督
の
側

か
ら
政
府
へ
出
兵
要
請
を
さ
せ
る
よ
う
促
し
た
。
こ
の
結
果
、
長
谷
川
総
督
の
要
請
を
受
け
る
形
で
、
四
日
、
朝
鮮
へ
の
兵
力
派
遣
が
閣
議
決

定
。
歩
兵
六
大
隊
、
憲
兵
六
五
名
、
補
助
憲
兵
と
し
て
歩
兵
約
三
五
〇
名
が
そ
の
内
容
だ
っ
た
（
『
原
日
記
』
一
九
・
四
・
二
、
四
．
四
）
。
増
派
部

隊
の
配
備
に
よ
り
、
い
っ
そ
う
重
点
的
な
守
備
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
分
散
配
琶
は
四
月
下
旬
ま
で
に
五
百
数
十
箇
所
を
数

　
　
　
　
　
　
⑧

え
る
に
い
た
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
「
軍
ノ
全
兵
力
ヲ
以
テ
能
フ
限
り
ノ
威
圧
ヲ
加
フ
ル
ト
共
蓋
警
務
機
関
ヲ
シ
テ
捜
索
及
検
挙
二
活
動
ノ
自

由
ヲ
得
セ
シ
メ
」
よ
う
と
し
た
の
で
諮
る
（
「
臼
次
報
告
（
朝
鮮
軍
）
」
二
〇
一
頁
）
。

　
か
く
し
て
、
軍
隊
が
稠
密
に
配
備
さ
れ
、
大
小
の
虐
殺
事
件
も
生
じ
た
。
警
察
は
、
軍
隊
ば
か
り
で
な
く
在
郷
軍
人
会
・
消
防
組
・
在
留
日

本
人
「
自
衛
団
」
な
ど
と
も
協
力
し
て
暴
力
的
鎮
圧
を
行
っ
た
。
他
方
で
、
地
方
有
力
者
へ
の
説
諭
、
示
威
的
な
教
練
、
r
密
偵
・
私
服
警
官
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

よ
る
惰
報
入
手
、
所
持
品
（
特
に
銃
器
）
の
検
査
・
没
収
、
市
場
の
閉
鎖
、
な
ど
様
々
な
手
段
を
用
い
て
運
動
の
拡
大
を
防
止
し
よ
う
と
し
た
。

軍
隊
に
比
べ
小
回
り
の
き
く
警
察
が
相
応
の
働
き
を
し
、
四
月
下
旬
、
運
動
は
ほ
ぼ
鎮
圧
さ
れ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
「
騒
擾
威
圧
ノ
結
果
表
面
平
穏
二
九
セ
シ
モ
内
部
ハ
未
タ
鎮
静
セ
リ
串
認
ム
」
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
不
穏
な
雰
囲

気
は
満
ち
満
ち
て
お
り
、
総
督
府
膝
元
の
京
城
府
内
で
す
ら
、
五
月
初
め
に
い
た
っ
て
も
、
コ
大
隊
半
ノ
軍
隊
ト
多
数
ノ
憲
兵
警
察
官
ト
ニ

依
リ
昼
夜
厳
密
ナ
ル
警
戒
ヲ
ナ
シ
ア
ル
」
状
態
だ
っ
た
（
「
日
次
報
告
（
朝
鮮
軍
）
」
一
三
三
頁
）
。
憲
兵
警
察
の
増
強
は
続
行
さ
れ
、
五
月
、
臨
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

事
件
費
を
も
っ
て
B
本
人
巡
査
五
〇
〇
名
が
増
員
さ
れ
、
そ
の
翌
月
の
憲
兵
隊
長
会
議
で
も
、
憲
兵
・
警
察
官
増
員
の
声
が
学
道
か
ら
あ
が
っ

　
　
⑪

て
い
る
。

　
以
上
、
三
・
一
運
動
時
に
お
け
る
憲
兵
警
察
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
る
。
第
一
に
、
警
察
は
朝
鮮
軍
と
共
に
弾
圧
の
中
核
を
占
め
、
運
動
弾

圧
の
全
期
間
を
通
じ
て
両
者
の
緊
密
な
協
力
が
展
開
さ
れ
た
。
朝
鮮
軍
作
成
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
軍
が
運
動
を
弾
圧
し
た
一
〇
六
の
ケ
ー
ス
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

内
、
軍
が
単
独
で
鎮
圧
し
た
の
は
わ
ず
か
九
で
あ
り
、
憲
兵
警
察
の
協
力
を
得
た
も
の
は
九
七
、
実
に
九
割
以
上
を
占
め
た
。
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第
二
に
、
軍
警
の
協
力
は
必
ず
し
も
円
滑
に
は
進
ま
な
か
っ
た
。
駐
在
所
の
引
き
上
げ
や
入
質
の
不
足
と
い
っ
た
問
題
が
あ
ら
わ
に
な
っ
た

た
め
に
、
運
動
弾
圧
と
並
行
し
て
、
一
方
で
警
察
力
の
補
充
が
進
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
一
時
的
な
補
充
で
問
題
が
解
決
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

て
い
た
訳
で
は
な
く
、
憲
兵
警
察
官
の
増
強
は
な
お
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
た
。
後
述
の
よ
う
に
、
警
察
制
度
改
編
が
現
実
の
プ
ラ
ン
と
し

て
動
き
だ
し
た
時
、
こ
う
し
た
課
題
を
も
射
程
に
入
れ
る
こ
と
に
な
る
の
は
当
然
の
成
り
行
き
だ
っ
た
。

①
金
鎮
鳳
コ
　
丁
一
運
動
・
斗
民
衆
」
（
前
掲
『
三
・
一
運
動
量
〇
周
年
紀
念
論

　
集
』
所
収
）
三
五
九
頁
、
「
冷
罵
加
害
状
況
」
の
表
に
よ
る
。

②
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
梧
葉
晶
子
「
三
・
一
運
動
と
日
本
帝
国
主
義
」
（
鹿
野

　
政
直
・
由
井
正
臣
編
『
近
代
浸
本
の
統
合
と
抵
抗
』
第
三
巻
、
日
本
評
論
社
、
｝

　
九
八
二
年
）
も
参
照
さ
れ
た
い
。
寓
田
論
文
は
主
と
し
て
朝
鮮
軍
の
動
向
を
考
察

　
し
て
お
り
、
本
章
の
叙
述
に
際
し
て
も
大
い
に
参
考
に
し
た
。

③
　
一
九
一
五
年
大
限
内
閣
の
時
、
軍
部
の
二
個
師
団
増
設
要
求
が
通
過
し
、
一
九

　
一
六
年
に
ま
ず
第
一
九
師
団
と
第
四
〇
旅
団
に
よ
る
一
個
師
団
半
が
設
置
さ
れ
て

　
い
た
。
二
倒
師
団
へ
の
増
設
は
一
九
二
一
年
完
成
予
定
で
準
備
中
だ
っ
た
が
、
三

　
・
一
運
動
の
最
中
の
四
月
一
日
、
第
二
〇
師
団
が
繰
り
上
げ
開
設
さ
れ
、
朝
鮮
軍

　
は
二
個
師
団
体
制
に
な
っ
た
。

④
　
以
上
の
記
述
は
、
窟
田
、
前
掲
論
文
、
一
．
二
三
～
一
二
四
頁
に
よ
る
。

⑤
　
姜
徳
相
「
日
本
の
朝
鮮
支
配
と
三
・
一
独
立
運
動
」
（
『
岩
波
講
座
世
界
歴
史
2
5

　
現
代
2
隠
岩
波
書
店
、
一
九
七
〇
年
）
三
四
一
頁
。

⑥
国
友
「
回
顯
」
二
一
～
二
二
頁
。

二
　
讐
察
制
度
改
革
に
対
す
る
合
意
の
形
成

⑦
　
『
京
城
日
報
』
一
九
・
四
・
五
、
四
・
一
七
。
無
試
験
任
用
の
対
象
者
は
、

　
（
一
）
か
つ
て
判
任
文
宮
だ
っ
た
者
及
び
判
任
文
官
の
資
格
を
有
す
る
者
、
（
二
）

　
か
つ
て
陸
海
軍
の
下
士
だ
っ
た
者
及
び
下
士
適
任
証
を
有
す
る
者
、
等
だ
っ
た
。

　
ま
た
、
こ
の
時
巡
査
採
用
の
年
齢
・
身
長
綱
限
も
緩
和
さ
れ
た
。

⑧
冨
田
、
前
掲
論
文
、
コ
　
五
～
一
二
八
頁
。

⑨
　
朝
鮮
憲
兵
隊
司
令
部
編
『
大
正
八
年
朝
鮮
騒
擾
銭
無
概
況
』
（
一
九
一
九
年
《
復

　
刻
、
厳
南
裳
書
店
、
一
九
六
九
年
》
）
第
五
章
「
鎮
撫
ノ
主
客
採
リ
タ
ル
処
置
特

　
二
良
手
段
ト
認
メ
タ
ル
事
項
及
未
然
防
止
ノ
為
メ
有
効
ナ
リ
シ
手
段
」
参
照
。

⑩
京
言
託
編
『
京
域
町
史
』
第
三
巻
（
同
、
一
九
四
一
年
）
七
七
三
頁
。

⑪
　
前
掲
『
大
正
八
年
朝
鮮
騒
擾
事
件
概
況
』
第
八
章
「
将
来
警
務
機
関
ノ
人
員
及

　
配
概
二
関
ス
ル
意
見
」
。

⑫
「
朝
鮮
騒
擾
事
件
中
軍
隊
ノ
鎮
圧
二
従
購
セ
ル
彼
我
死
傷
表
」
二
九
一
九
年
九

　
月
二
九
日
）
（
薄
徳
相
編
『
現
代
史
資
料
2
6
朝
鮮
2
』
三
二
一
～
三
二
七
頁
）
に
よ

　
る
。

　
警
察
重
度
転
換
の
動
き
は
、
実
の
と
こ
ろ
、
既
に
三
・
一
運
動
以
前
か
ら
権
力
内
部
に
胚
胎
し
て
い
た
。
憲
兵
警
察
制
度
は
、
元
来
、
義
兵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

闘
争
へ
の
対
応
策
と
し
て
生
み
出
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
が
、
義
兵
鎮
圧
の
終
了
し
た
一
九
一
〇
年
代
は
じ
め
に
は
問
題
点
が
露
見
し
始
め
て
い
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た
。
一
九
一
三
年
か
ら
一
五
年
ま
で
東
京
朝
日
新
聞
社
の
京
城
特
派
員
と
し
て
、
実
地
に
「
憲
兵
政
治
」
を
見
聞
し
た
中
野
正
剛
は
言
う
。

　
　
「
鳥
道
の
内
務
部
長
に
聴
け
。
彼
等
は
口
を
揃
へ
て
曰
く
、
抑
々
地
方
長
官
に
警
察
権
を
所
有
せ
し
め
ざ
る
は
、
弊
害
の
根
本
な
り
。
…

　
　
…
見
よ
地
方
庁
は
警
察
権
を
使
用
し
て
、
人
民
の
安
寧
秩
序
を
維
持
す
る
能
は
ず
、
却
っ
て
憲
兵
に
よ
り
て
諸
般
の
監
督
を
受
け
ざ
る
可

　
　
　
②

　
　
ら
ず
。
」

　
中
野
に
よ
れ
ば
、
憲
兵
に
よ
る
素
行
報
告
が
「
他
日
の
任
免
黒
熊
に
大
関
係
を
有
す
る
」
た
め
に
地
方
官
吏
は
憲
兵
の
顔
色
を
伺
い
、
特
に

朝
鮮
人
官
吏
は
「
憲
兵
の
奴
僕
た
る
の
観
を
呈
せ
」
る
状
態
だ
っ
た
と
い
う
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
総
督
府
中
央
の
文
官
官
僚
は
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
一
九
一
六
年
目
内
務
部
試
補
と
し
て
採
用
さ
れ
た
萩

原
彦
三
は
、
赴
任
当
初
の
総
督
府
内
の
空
気
を
次
の
よ
う
に
伝
え
る
。

　
　
「
憲
兵
警
察
の
制
度
は
、
当
時
既
に
甚
だ
評
判
が
悪
く
、
総
督
府
内
部
か
ら
も
改
善
が
叫
ば
れ
て
い
た
。
行
政
面
で
も
警
察
権
を
握
る
警

　
　
務
総
監
部
の
組
織
は
、
警
務
、
衛
生
の
二
課
長
だ
け
が
文
官
で
、
保
安
高
等
警
察
等
の
課
長
は
、
古
参
の
大
中
佐
で
あ
っ
た
か
ら
、
民
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
　
の
機
微
を
察
し
事
情
の
推
移
に
即
応
し
得
る
体
制
で
は
な
か
っ
た
。
」

　
さ
ら
に
萩
原
は
総
督
府
内
部
に
お
け
る
憲
兵
警
察
制
度
反
対
論
の
中
で
「
殊
に
宇
佐
見
〔
勝
夫
〕
内
務
部
長
官
の
意
見
は
最
も
強
か
っ
た
」
と

し
て
い
る
。
宇
佐
見
は
、
寺
内
内
閣
期
、
山
縣
伊
三
郎
政
務
総
監
（
山
縣
有
朋
の
養
子
）
と
諮
っ
て
憲
兵
警
察
制
度
改
革
を
政
府
に
打
診
し
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

と
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
ら
し
い
。
他
方
、
文
官
警
察
官
の
間
で
も
万
事
指
揮
を
と
る
憲
兵
に
対
し
て
「
不
平
満
々
た
る
も
の
」
が
あ
っ
た
と
言

わ
れ
る
。
平
井
三
男
（
一
九
一
〇
年
警
務
総
監
部
庶
務
課
に
配
属
）
は
、
「
当
時
の
黒
服
〔
文
官
警
察
官
〕
は
実
際
肩
身
が
狭
か
っ
た
〔
。
〕
警
務
総
監
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

に
も
学
生
が
三
人
入
っ
た
が
皆
不
平
ば
か
り
言
っ
て
み
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
さ
て
、
日
本
本
国
で
は
、
日
露
戦
争
後
、
政
友
会
－
特
に
外
務
次
官
在
職
当
時
か
ら
「
内
地
延
長
主
義
」
を
信
念
と
し
て
抱
い
て
い
た
原

敬
－
が
「
陸
軍
の
牙
城
」
た
る
植
民
地
統
治
体
制
に
懊
を
打
ち
込
も
う
と
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
試
み
は
「
桂
園
時
代
」
に
あ
っ
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦
，

政
府
部
内
で
の
萌
芽
的
な
動
き
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
，
藩
閥
・
軍
部
批
判
が
植
民
地
総
督
武
官
制
に
ま
で
波
及
し
た
第
一
次
憲
政
擁
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⑧

護
運
動
に
続
き
、
一
九
一
三
年
二
月
第
一
次
山
本
内
閣
が
成
立
す
る
と
、
朝
鮮
総
督
府
官
制
改
正
の
構
想
は
具
体
化
す
る
動
き
を
見
せ
た
。
政

友
会
と
提
携
し
た
山
本
首
相
は
、
原
と
連
絡
を
と
り
つ
つ
、
翌
一
四
年
一
月
に
草
案
を
作
り
上
げ
た
（
『
原
日
記
』
一
三
・
一
〇
・
六
、
一
四
・
　
．

四
）
。
こ
の
草
案
は
総
督
の
文
武
嘗
併
任
を
認
め
る
と
と
も
に
、
「
備
考
」
の
中
で
警
察
制
度
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
た
。

　
「
六
　
朝
鮮
総
督
府
警
察
官
署
官
制
ヲ
廃
シ
警
察
及
衛
生
二
関
ス
ル
事
務
ハ
総
督
府
警
務
局
二
曹
テ
之
ヲ
掌
ラ
シ
メ
タ
ル
ト
共
二
朝
鮮
総
督
府
地
方
官
官
制
ヲ

　
　
改
メ
道
二
伽
欝
容
茄
部
ヲ
訊
置
ク
コ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
七
　
陸
軍
編
制
中
朝
鮮
駐
割
憲
兵
二
関
ス
ル
部
分
ハ
朝
鮮
総
督
府
道
警
務
部
ノ
事
務
進
捗
ト
共
二
漸
次
縮
小
ス
ル
コ
ト
」

　
こ
の
よ
う
に
、
山
本
内
閣
期
、
朝
鮮
総
督
府
官
制
改
革
案
が
作
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
普
通
警
察
制
度
転
換
の
輪
郭
も
描
か
れ
て

い
た
。
し
か
し
一
月
末
シ
ー
メ
ン
ス
事
件
が
起
こ
り
、
三
月
に
は
山
本
内
閣
は
総
辞
職
、
結
局
、
制
度
改
革
は
日
の
図
を
見
な
か
っ
た
。
以
後
、

元
老
主
導
で
成
立
し
た
大
隈
内
閣
の
も
と
で
総
督
府
官
制
改
革
は
立
ち
消
え
と
な
る
。
次
に
政
権
を
と
っ
た
寺
内
は
前
朝
鮮
総
督
に
し
て
憲
兵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

警
察
制
度
の
生
み
の
親
と
も
言
う
べ
き
存
在
で
あ
り
、
題
句
改
編
は
な
お
さ
ら
不
可
能
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
前
史
に
続
い
て
、
警
察
豆
鹿
改
革
論
議
が
再
び
起
こ
っ
た
の
は
、
原
内
閣
期
の
こ
と
で
あ
る
。
最
初
に
動
き
を
見
せ
た
の
は
、
政

務
総
監
山
縣
で
あ
っ
た
。
山
縣
は
併
合
以
前
か
ら
副
統
監
と
し
て
朝
鮮
に
身
を
置
き
、
併
合
後
も
初
代
総
督
寺
内
の
も
と
で
政
務
総
監
の
座
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
＝
ハ
年
に
第
二
代
総
督
と
し
て
長
谷
川
好
道
が
就
任
し
て
か
ら
は
、
「
総
督
政
務
総
監
ノ
問
意
志
融
合
セ
ズ
」
と

い
う
状
態
に
あ
っ
た
と
い
う
。
総
督
と
の
対
立
点
と
は
何
か
。
『
素
空
山
縣
公
伝
』
は
「
憲
兵
制
度
を
根
本
的
に
改
革
せ
ん
と
す
る
が
如
き
、

即
ち
其
の
一
な
り
き
」
と
し
て
い
る
（
三
四
五
頁
）
。

　
一
九
一
八
年
末
、
山
縣
は
1
無
論
非
公
然
と
で
は
あ
っ
た
が
1
警
察
制
度
改
革
の
た
め
の
布
石
を
打
っ
た
。
そ
の
一
つ
は
、
「
潜
に
事

務
官
時
永
浦
三
を
し
て
植
民
地
に
於
け
る
世
界
各
国
の
検
察
制
度
、
及
び
警
察
制
度
を
調
査
し
、
其
の
利
害
得
失
に
就
て
研
究
せ
し
」
め
た
こ

　
　
　
⑫

と
で
あ
る
。
時
永
は
ほ
ぼ
一
〇
年
間
に
わ
た
り
法
律
関
係
の
実
務
を
担
当
し
て
き
た
中
堅
官
僚
で
あ
っ
た
が
、
一
九
一
八
年
一
〇
月
一
時
期
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⑬

的
に
見
て
調
査
に
着
手
し
た
頃
か
一
に
な
っ
て
、
警
務
総
監
部
入
り
（
警
務
官
に
就
任
）
し
て
い
る
こ
と
は
注
園
さ
れ
る
。
ま
た
時
永
は
、
山

　
　
　
　
　
　
⑭

縣
の
甥
に
当
た
り
、
私
的
に
調
査
を
進
め
さ
せ
る
に
は
打
っ
て
つ
け
の
人
物
だ
っ
た
。
そ
し
て
調
査
の
結
果
、
時
永
は
、
一
九
一
九
年
春
三
・

一
運
動
勃
発
前
に
改
革
案
を
脱
稿
し
た
と
い
う
。
、
そ
の
内
容
は
残
念
な
が
ら
全
く
不
明
だ
が
、
何
ら
か
の
形
で
、
山
縣
の
意
を
体
し
た
、
す
な

わ
ち
警
察
制
度
転
換
の
方
向
を
示
し
た
も
の
だ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。

　
さ
て
、
山
縣
は
日
本
政
府
と
接
触
し
て
も
い
る
。
既
に
一
九
一
、
八
年
九
月
二
九
日
、
本
国
で
は
、
原
敬
内
閣
が
成
立
し
て
い
た
。
原
は
、
前

述
の
よ
う
に
、
第
一
次
山
本
内
閣
の
朝
鮮
総
督
府
官
制
改
革
の
動
き
に
も
関
わ
っ
た
政
治
家
で
あ
り
、
内
閣
成
立
時
に
は
、
植
民
地
統
治
千
里

の
改
革
へ
の
期
待
も
寄
せ
ら
れ
て
い
た
（
た
と
え
ば
、
甘
甘
行
雄
「
原
内
閣
に
望
む
」
『
東
京
曜
日
新
聞
』
一
八
・
一
〇
・
一
八
）
。
山
縣
は
、
原
が
政
権

を
取
っ
た
半
月
後
に
東
上
、
原
と
面
会
し
、
長
谷
川
総
督
に
辞
意
の
あ
る
こ
と
を
告
げ
る
と
と
も
に
、
「
朝
鮮
目
下
の
情
況
は
も
は
や
武
人
を

以
て
総
督
と
な
す
の
時
機
は
過
ぎ
た
り
」
と
し
て
自
ら
が
総
督
に
就
任
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
と
打
ち
明
け
た
（
『
原
日
記
』
一
八
・
一
〇
・
一

三
）
。
こ
の
と
き
警
察
制
度
の
話
が
出
た
か
ど
う
か
定
か
で
は
な
い
が
、
総
督
武
官
翻
の
変
更
は
、
同
じ
く
武
断
的
イ
メ
ー
ジ
の
核
と
な
っ
て

い
た
憲
兵
警
察
捌
度
の
改
革
を
奮
意
し
う
る
は
ず
で
あ
り
注
目
さ
れ
る
。

　
総
督
の
任
用
資
格
の
問
題
に
関
し
て
、
原
は
こ
の
時
、
軍
部
の
反
対
が
予
測
さ
れ
る
こ
と
を
理
由
に
、
と
り
あ
え
ず
保
留
す
る
一
方
、
山
縣

に
養
父
山
縣
有
朋
の
説
得
を
進
め
て
お
く
よ
う
勧
め
た
。
原
自
身
も
陸
軍
へ
の
根
回
し
を
進
め
、
一
一
月
田
中
義
一
陸
相
に
朝
鮮
総
督
府
官
改

革
案
を
提
示
す
る
（
『
原
日
記
』
一
八
・
一
一
・
二
三
）
。
こ
の
改
革
案
は
、
総
督
の
任
用
資
格
（
文
武
官
併
用
）
と
軍
隊
統
率
権
（
朝
鮮
総
督
に
よ
る
統

率
か
ら
陸
軍
直
轄
と
す
る
）
の
問
題
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
い
わ
ば
植
民
地
餅
糊
改
革
の
大
枠
の
み
を
示
す
も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
翌

年
一
月
陸
相
か
ら
対
案
を
得
た
が
、
こ
れ
は
、
軍
内
部
か
ら
予
想
さ
れ
る
反
対
を
押
さ
え
込
む
た
め
、
植
民
地
官
制
改
革
は
田
中
自
身
の
発
意

と
い
う
形
式
を
取
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
（
『
原
日
記
』
一
九
・
一
・
一
五
）
。
田
中
陸
相
の
協
力
を
得
た
こ
と
で
、
植
民
地
統
治
制
度
の
大
枠
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

変
更
に
関
し
て
は
、
軍
部
が
妥
協
的
に
な
る
と
い
う
条
件
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
総
督
府
と
本
国
政
府
の
双
方
で
改
革
の
兆
し
が
現
れ
て
い
た
も
の
の
、
警
察
欄
度
の
改
革
と
い
う
個
別
的
な
問
題
で
は
、
具
体
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的
な
進
捗
を
見
て
い
た
訳
で
は
な
く
、
長
谷
川
総
督
と
山
縣
政
務
総
監
の
問
で
も
論
議
は
起
こ
っ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
決
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

的
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
、
「
端
な
く
も
憲
兵
を
中
心
と
す
る
警
察
制
度
廃
止
の
端
緒
を
啓
く
に
至
」
つ
た
の
が
三
・
一
運
動
で
あ
っ
た
。

　
当
初
、
「
要
す
る
に
罠
族
自
決
な
ど
の
空
説
に
促
さ
れ
た
る
」
（
『
原
日
記
』
一
九
・
三
二
一
）
も
の
と
し
て
運
動
を
軽
視
し
て
い
た
原
首
相
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

三
月
時
点
で
は
、
朝
鮮
警
察
制
度
に
つ
い
て
憲
兵
警
察
制
度
の
枠
内
で
の
手
直
し
し
か
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
四
月

に
入
り
運
動
が
「
今
や
事
実
上
国
民
大
部
ノ
政
治
運
動
」
（
「
日
次
報
告
（
朝
鮮
簾
）
」
二
〇
一
頁
）
だ
と
伝
え
ら
れ
る
頃
、
統
治
の
各
論
に
わ
た
る

大
幅
な
改
革
方
針
が
現
れ
て
く
る
。
言
論
界
で
も
、
運
動
勃
発
当
初
の
他
律
性
原
因
論
が
変
化
し
て
、
日
本
の
武
断
政
治
が
原
因
だ
と
す
る
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

方
に
傾
き
だ
し
た
時
期
で
あ
る
。
四
月
九
日
、
運
動
の
経
過
報
告
の
た
め
東
上
し
て
い
た
山
縣
政
務
総
監
に
対
し
、
原
は
文
広
総
督
制
、
同
化

主
義
教
育
な
ど
の
方
針
と
合
わ
せ
「
憲
兵
制
度
を
改
め
警
察
制
度
と
な
す
」
旨
を
明
ら
か
に
し
た
（
『
原
日
記
』
一
九
・
四
・
九
）
。

　
一
方
、
総
督
府
内
で
も
文
官
が
従
来
抱
い
て
い
た
不
満
が
一
つ
の
底
流
を
形
成
し
は
じ
め
て
い
た
。
石
塚
英
蔵
（
東
洋
拓
殖
株
式
会
社
総
裁
）
は
、

四
月
末
、
朝
鮮
視
察
の
報
告
と
し
て
原
に
対
し
「
文
官
側
は
総
督
側
の
失
政
の
結
果
な
り
と
窃
か
に
快
心
の
様
に
云
へ
り
」
と
ま
で
言
い
切
っ

て
い
る
（
『
原
日
記
』
一
九
．
四
．
二
六
）
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
声
は
長
谷
川
総
督
の
耳
に
も
届
い
て
い
た
。
司
法
部
長
国
分
三
亥
は
、
五
月
に

提
出
し
た
意
見
書
の
中
で
次
の
よ
う
に
は
っ
き
り
と
憲
兵
警
察
制
度
廃
止
を
訴
え
た
。

　
　
「
憲
兵
警
察
制
度
ハ
一
時
ノ
権
宜
二
出
テ
タ
ル
変
例
ニ
シ
テ
永
久
的
二
之
ヲ
存
続
セ
シ
ム
ル
ノ
不
可
ナ
ル
脳
弓
ヲ
倹
タ
ス
…
…
従
来
都
会

　
　
地
二
配
置
セ
ル
憲
兵
ハ
成
ル
ヘ
ク
速
二
之
ヲ
廃
止
ス
ル
ノ
方
針
二
出
テ
又
其
ノ
存
置
ス
ル
モ
ノ
ト
難
今
一
層
之
ヲ
縮
少
シ
且
都
会
地
ノ
軍

　
　
隊
駐
屯
地
二
必
要
ナ
ル
憲
兵
ヲ
留
ム
ル
モ
ノ
八
女
テ
モ
其
ノ
固
有
ノ
職
権
ヲ
行
使
セ
シ
ム
ル
ニ
止
メ
普
通
警
察
事
務
二
戸
カ
ラ
シ
メ
サ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
　
ヲ
可
ナ
リ
ト
思
惟
ス
」

　
長
谷
川
総
督
自
身
は
、
前
述
の
よ
う
に
憲
兵
警
察
制
度
転
換
に
抵
抗
感
を
持
っ
て
い
た
が
、
軍
部
内
で
は
新
た
な
方
針
が
模
索
さ
れ
て
い
た
。

五
月
一
四
日
、
田
中
陸
相
は
朝
鮮
軍
司
令
官
宇
都
宮
太
郎
（
反
田
中
系
）
に
意
見
を
求
め
た
。
現
地
で
弾
圧
を
指
揮
し
て
い
た
宇
都
宮
は
、
「
目
下

の
小
康
は
全
く
武
力
鎮
圧
の
結
果
に
し
て
全
然
根
治
し
た
る
理
に
は
無
之
、
裏
面
の
人
心
は
尚
甚
険
悪
な
る
」
こ
と
を
熟
知
し
て
お
り
、
そ
れ
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⑳

故
、
「
根
治
の
方
向
に
一
歩
を
進
め
」
る
た
め
の
、
統
治
方
針
全
般
に
わ
た
る
改
革
の
腹
案
を
既
に
練
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
田
中
の
要
請
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

三
日
後
、
早
く
も
長
文
の
意
見
書
を
書
き
上
げ
た
が
、
こ
の
中
で
警
察
制
度
に
つ
い
て
は
「
警
察
ハ
漸
次
地
方
官
憲
ノ
隷
下
二
才
ス
事
斯
ノ
如

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

ク
ニ
シ
テ
地
方
官
憲
ノ
耳
目
手
足
ヲ
具
備
シ
（
此
欠
陥
ハ
此
度
騒
擾
ノ
蔓
延
二
少
カ
ラ
サ
ル
関
係
ア
リ
シ
モ
ノ
ト
認
ム
）
益
々
其
成
果
ヲ
責
ム
ル
ニ
便
ニ

ス
」
と
述
べ
た
。
地
方
に
お
け
る
行
政
機
構
と
警
察
組
織
の
分
離
が
三
・
一
運
動
の
弾
圧
過
程
で
問
題
点
と
し
て
省
み
ら
れ
、
そ
の
結
果
、
武

軽
量
で
も
警
察
制
度
改
革
一
普
通
警
察
制
度
へ
の
転
換
ー
ー
の
必
要
を
認
め
る
段
階
に
来
て
い
た
の
で
あ
る
。
憲
兵
の
位
置
づ
け
も
「
憲
兵

ハ
其
ノ
司
令
官
ノ
令
下
二
置
キ
地
方
官
憲
ト
ノ
関
係
ハ
内
地
二
於
ケ
ル
ト
略
ホ
同
様
ニ
ス
ル
コ
ト
」
と
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

　
宇
都
宮
の
私
案
は
上
原
参
謀
総
長
（
宇
都
宮
系
）
に
も
提
示
さ
れ
、
普
通
警
察
制
度
へ
の
転
換
方
針
は
後
に
朝
鮮
軍
の
統
一
見
解
に
踏
襲
さ
れ

る
。
こ
の
よ
う
に
意
思
統
一
が
早
か
っ
た
こ
と
に
は
、
軍
隊
の
分
散
配
置
を
長
期
間
続
け
に
く
い
と
い
う
事
情
も
絡
ん
で
い
た
よ
う
だ
。
「
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

士
以
下
の
指
揮
に
て
小
部
隊
に
分
散
致
候
へ
は
、
警
備
上
の
手
抜
か
り
の
外
軍
紀
風
紀
の
弛
緩
や
ら
疾
病
や
ら
懸
念
す
へ
き
」
問
題
点
が
あ
り

軍
隊
の
速
や
か
な
集
結
の
必
要
が
あ
っ
た
た
め
、
軍
隊
に
代
わ
る
治
安
維
持
体
欄
を
早
急
に
築
こ
う
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
権
力
内
の
諸
勢
力
は
、
警
察
制
度
の
改
革
と
い
う
線
で
一
通
り
足
並
み
を
そ
ろ
え
た
。
六
月
一
三
日
、
閣
議
に
お
い
て

田
中
陸
相
は
、
憲
兵
警
察
制
度
を
転
換
し
普
通
警
察
制
度
を
採
る
と
い
う
方
針
を
初
め
て
閣
僚
に
伝
え
、
　
一
同
の
賛
同
を
得
た
（
『
原
日
記
』
一

九
・
六
・
一
三
）
。
か
く
し
て
、
公
式
ル
ー
ト
に
乗
っ
た
制
度
改
革
が
始
動
す
る
。

　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
成
立
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ

　
金
龍
徳
「
憲
兵
警
察
制
度
羽
　
　
　
　
（
『
金
載
元
博
士
回
甲
紀
念
論
叢
蝕
、

　
ウ
ル
、
一
九
六
九
年
）
参
照
。

②
中
野
正
剛
『
我
が
観
た
る
満
鮮
』
（
政
教
社
、
一
九
一
五
年
）
五
六
～
五
七
頁
。

　
な
お
中
野
の
こ
の
時
期
の
朝
鮮
論
と
そ
の
限
界
に
つ
い
て
は
、
木
坂
順
一
郎
「
中

　
野
正
剛
論
」
（
一
）
（
『
龍
谷
法
学
』
三
巻
二
号
、
一
九
七
一
年
一
月
）
、
四
入
～
四

　
九
頁
を
参
照
の
こ
と
。

③
　
萩
原
彦
三
『
私
の
朝
鮮
記
録
』
（
一
九
穴
○
年
）
一
三
頁
。
た
だ
し
、
萩
原
の
指

　
摘
に
は
一
部
誤
り
が
あ
り
、
一
九
一
〇
年
代
を
通
じ
て
、
警
務
総
監
部
保
安
課
長

　
は
文
官
警
察
官
だ
っ
た
。

④
徳
窟
猪
一
郎
『
素
空
山
縣
公
伝
』
（
山
縣
公
爵
総
記
編
纂
会
、
一
九
二
九
年
）
七

　
〇
八
頁
参
照
。

⑤
　
田
保
橋
潔
『
朝
鮮
統
治
史
論
稿
』
（
一
九
四
四
年
）
一
六
〇
頁
。

⑥
「
朝
鮮
統
治
二
十
五
周
年
『
朝
鮮
回
顧
諏
』
座
談
会
」
（
二
）
（
『
思
想
と
生
活
臨

　
一
二
巻
五
畳
、
一
九
　
二
五
年
五
月
）
三
九
頁
。

⑦
春
山
、
前
掲
論
文
参
照
。

⑧
第
一
次
山
本
内
閣
期
の
官
制
改
革
構
想
の
全
体
像
に
つ
い
て
は
、
李
榮
娘
「
第
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一
次
憲
政
擁
護
運
動
と
朝
鮮
の
官
制
改
革
構
想
」
（
『
日
本
植
民
地
研
究
』
第
三
号
、

　
一
九
九
〇
年
八
月
）
参
照
。

⑨
　
「
朝
鮮
総
督
府
戸
籍
」
（
｝
九
…
四
年
一
月
六
日
）
（
憲
政
資
料
室
所
蔵
『
倉
富

　
勇
三
郎
文
書
』
三
〇
…
二
五
）
。
こ
の
文
書
の
全
文
は
、
八
日
娘
前
掲
論
文
に
収

　
め
ら
れ
て
い
る
。

⑩
　
　
一
九
一
八
年
三
月
、
衆
議
院
議
員
陣
軍
籍
（
政
友
会
）
は
、
議
会
に
「
朝
鮮
警

　
務
機
関
に
関
す
る
質
問
」
を
提
出
し
、
憲
兵
警
察
制
度
の
廃
止
を
迫
っ
た
が
、
尋

　
二
三
H
相
、
大
島
陸
相
の
園
答
は
「
政
府
ハ
朝
鮮
ノ
現
状
起
首
シ
現
行
警
務
機
関
ノ

　
組
織
ヲ
適
当
ト
認
ム
ル
カ
豊
中
目
下
ノ
処
之
ヲ
改
定
ス
ル
ノ
意
ナ
シ
」
と
冷
淡
だ

　
つ
た
。
（
『
第
四
〇
回
帝
国
議
会
衆
議
院
議
事
速
記
録
睡
第
二
七
号
《
九
一
八
年

　
三
月
…
一
四
日
》
五
七
三
～
五
七
五
頁
、
及
び
、
同
書
二
九
号
《
一
九
一
六
年
三
月

　
二
七
日
》
六
二
八
頁
）
。

⑭
　
宇
佐
美
勝
失
『
閑
散
記
』
（
自
筆
稿
、
一
九
一
九
年
～
、
友
邦
協
会
所
蔵
）
頁
な

　
し
。

⑫
前
掲
『
素
空
山
縣
公
伝
』
三
四
五
頁
。

⑬
階
永
浦
三
は
、
一
九
一
二
年
総
督
府
に
配
属
（
取
締
局
事
務
官
）
、
以
後
、
平

　
安
南
道
・
京
畿
道
の
事
務
官
な
ど
を
経
た
後
、
　
一
八
年
総
督
府
参
事
官
兼
纂
務
宮

　
に
就
任
、
同
一
〇
月
警
務
局
警
務
官
と
な
っ
た
。
な
お
、
後
に
本
国
で
各
県
内
務

　
部
長
を
歴
任
、
最
終
官
職
は
宮
城
県
知
事
だ
っ
た
（
～
二
七
年
）
。

⑭
　
前
掲
『
素
望
山
縣
公
俵
』
、
六
六
四
頁
。
山
縣
の
実
家
の
系
譜
で
見
る
と
、
山

　
縣
の
義
兄
に
品
二
見
二
郎
が
お
り
、
階
永
は
品
川
の
女
婿
で
あ
っ
た
。

⑮
こ
の
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
、
二
月
に
は
寺
内
が
関
東
都
督
文
官
制
の
容
認

　
に
傾
き
、
三
月
二
四
日
、
関
東
都
督
官
制
改
革
が
実
現
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る

　
（
春
山
、
前
掲
論
文
、
五
二
～
五
三
頁
）
。

⑯
前
掲
『
素
空
山
二
目
伝
』
三
四
三
頁
。

⑰
衆
議
院
議
員
川
崎
克
（
慧
政
会
）
提
出
「
朝
鮮
事
変
二
関
ス
ル
質
問
主
意
書
」

　
（
三
月
八
日
）
に
対
す
る
原
の
答
弁
書
（
三
月
一
四
日
）
は
、
朝
鮮
警
察
制
度
に

　
関
し
、
「
現
行
警
察
制
度
ハ
朝
鮮
ノ
状
況
口
語
シ
適
当
ナ
リ
ト
認
ム
ル
モ
地
方
治

　
安
ノ
維
持
上
財
政
ノ
状
況
二
鑑
ミ
適
宜
措
澱
ス
ル
ノ
必
要
ヲ
認
メ
居
レ
リ
」
と
述

　
べ
て
い
る
（
『
第
四
一
回
帝
国
議
会
衆
議
院
議
事
速
記
録
』
第
二
五
号
《
一
九
一
九

　
年
三
月
｝
九
日
》
四
一
〇
頁
）
。
ま
た
、
古
賀
拓
殖
局
長
官
も
、
衆
議
院
議
員
北

　
井
波
治
自
（
無
所
属
団
）
の
質
疑
（
三
月
一
五
日
）
に
対
し
、
「
時
局
ノ
進
運
二
従

　
ッ
テ
、
何
分
ノ
改
良
ヲ
加
ヘ
ル
コ
ト
ガ
ア
ル
カ
モ
知
レ
マ
セ
ヌ
ガ
、
先
ツ
現
在
ノ

　
憲
兵
欄
度
ハ
、
之
ヲ
維
持
ス
ル
考
」
だ
と
答
弁
し
て
お
り
（
『
第
四
一
回
帝
国
議
会

　
衆
議
院
予
算
委
員
会
議
録
』
第
一
七
圓
《
一
九
一
九
年
三
月
一
五
日
》
二
三
九
頁
）

　
こ
の
時
期
、
憲
兵
警
察
制
度
の
枠
内
で
の
修
正
は
政
府
の
統
一
見
解
と
な
っ
て
い

　
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

⑱
　
姜
束
鎮
『
日
本
言
論
界
と
朝
鮮
一
九
一
〇
一
一
九
四
五
』
（
法
政
大
学
出
版
局
、

　
一
九
入
四
年
）
一
八
○
頁
以
下
。

⑲
国
分
三
亥
「
総
督
施
政
方
針
二
関
ス
ル
意
見
書
（
大
正
八
年
五
月
提
出
）
」
（
『
斎

　
藤
実
文
書
』
九
三
一
）
頁
な
し
。
な
お
、
文
官
側
で
憲
兵
警
察
制
度
廃
止
を
建
議

　
し
た
も
の
に
は
、
他
に
鈴
木
穆
〔
度
支
部
長
官
〕
「
改
革
意
見
（
一
九
一
九
年
）
」

　
が
あ
る
（
近
藤
劔
一
編
『
万
歳
騒
擾
事
件
』
2
《
友
邦
協
会
、
一
九
八
四
年
》
所

　
収
）
。

⑳
　
上
原
勇
作
宛
宇
都
宮
毒
簡
、
一
九
】
九
年
五
月
一
一
日
（
上
原
勇
作
関
係
文
書
研

　
究
会
『
上
原
勇
作
関
係
文
書
』
《
東
京
大
学
毘
百
会
、
一
九
七
六
年
V
所
収
）
。

⑳
　
宇
都
宮
太
郎
『
朝
鮮
時
局
管
見
』
（
『
斎
藤
実
文
書
』
九
三
〇
）
頁
な
し
。

⑫
上
原
勇
作
宛
宇
都
宮
書
簡
、
一
九
一
九
年
六
月
一
四
日
（
前
掲
『
上
原
勇
俘
関

　
係
文
書
』
所
収
）
。

⑬
　
朝
鮮
軍
参
謀
部
「
騒
擾
ノ
原
困
及
朝
鮮
統
治
二
注
意
ス
ベ
キ
件
並
軍
備
二
就
テ

　
（
一
九
一
九
年
七
月
一
四
日
）
」
（
前
掲
『
現
代
史
資
料
2
6
朝
鮮
2
』
六
四
九
頁
）
。

⑳
　
上
原
勇
作
宛
宇
都
宮
書
簡
、
｝
九
一
九
年
五
月
二
日
（
前
掲
『
上
原
勇
作
関
係

　
文
書
』
所
収
）
。
な
お
、
同
様
の
問
題
が
、
陸
軍
大
臣
発
朝
鮮
総
督
宛
電
報
（
四

　
月
一
四
日
）
に
お
い
て
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
「
日
次
報
皆
（
朝
鮮
軍
）
」
二
〇
一
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～
二
〇
二
頁
）
。

三
　
警
察
制
度
転
換
の
進
展
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①

　
六
月
二
〇
日
、
照
中
陸
相
よ
り
山
縣
政
務
総
監
に
宛
て
て
「
憲
兵
警
察
制
度
廃
止
二
付
総
督
府
員
ヲ
上
京
セ
シ
メ
ラ
レ
度
旨
電
報
」
が
あ
っ
た
。

こ
の
結
果
、
上
京
メ
ン
バ
ー
の
代
表
と
し
て
内
務
部
長
宇
佐
美
勝
夫
が
選
定
さ
れ
た
。
宇
佐
美
が
憲
兵
警
察
制
度
廃
止
論
の
先
鋒
で
あ
っ
た
こ

と
は
前
に
触
れ
た
通
り
で
、
「
思
ふ
に
、
内
地
の
行
政
組
織
の
中
で
育
ち
、
錬
成
さ
れ
て
来
た
宇
佐
美
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
朝
鮮
赴
任
以
来
二
つ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

苦
衷
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
越
せ
ら
れ
る
。
そ
の
一
つ
は
内
務
行
政
を
執
行
す
る
の
に
警
察
権
の
保
持
が
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
」
と
言

わ
れ
る
。
ま
た
、
宇
佐
美
の
補
佐
と
し
て
、
警
務
総
監
部
か
ら
国
友
尚
謙
警
務
課
長
が
同
伴
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
文
官
警
察
官
と
し
て
の
国

友
の
持
論
は
、
「
警
察
は
系
統
の
一
貫
目
た
単
位
の
系
統
あ
る
団
体
で
組
織
す
る
の
が
理
の
当
然
…
…
自
分
は
警
察
官
の
立
場
と
し
て
は
単
一

警
察
制
度
を
希
望
す
る
」
、
す
な
わ
ち
憲
兵
と
警
察
官
の
二
系
統
を
複
合
し
た
憲
兵
警
察
制
度
に
は
反
対
の
立
場
だ
っ
た
（
国
友
「
回
顧
」
一
三
頁
）
。

　
こ
の
よ
う
に
、
選
任
さ
れ
た
二
人
は
い
ず
れ
も
憲
兵
警
察
制
度
廃
止
論
を
抱
い
て
い
た
。
こ
う
し
た
人
選
の
背
後
に
山
縣
政
務
総
監
の
意
向

を
感
じ
と
る
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
不
自
然
で
は
あ
る
ま
い
。
前
後
の
経
緯
を
見
て
も
、
政
府
か
ら
の
電
報
接
受
、
新
警
察
に
つ
い
て
の
国
友
の
原

案
（
後
述
）
の
チ
ェ
ッ
ク
の
い
ず
れ
も
、
山
縣
が
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
政
務
総
監
と
長
谷
川
総
督
と
で
今
後
の
改
革
に
対
す
る

イ
ニ
シ
ア
チ
ヴ
発
揮
に
か
け
る
熱
意
が
全
く
異
な
っ
て
い
た
と
い
う
事
情
も
関
わ
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
山
縣
の
方
は
電

報
を
受
け
取
る
と
、
「
憲
兵
警
察
廃
止
ト
共
二
総
督
資
格
馬
脳
起
リ
、
文
官
併
用
ト
ナ
ラ
ン
。
果
シ
テ
然
う
バ
総
督
退
官
ト
ナ
リ
自
習
ノ
陞
任

　
　
　
　
　
　
③

ヲ
見
ル
ニ
至
ラ
ソ
」
と
、
総
督
の
座
に
意
欲
を
燃
や
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
長
谷
川
は
、
前
述
の
よ
う
に
既
に
一
八
年
末
か
ら
辞
意
を
持
っ

て
い
た
が
、
殊
に
三
・
一
運
動
勃
発
後
は
自
分
の
取
っ
た
対
策
の
「
迂
遠
な
り
し
に
恐
縮
」
し
て
お
り
、
四
月
二
六
日
に
は
進
退
伺
を
出
し
て

い
た
（
『
原
日
記
』
一
九
・
四
・
二
六
、
『
東
京
日
日
新
聞
』
一
九
・
六
・
一
三
）
。

　
ま
た
、
宇
佐
美
、
国
友
の
両
人
が
朝
鮮
民
族
運
動
に
対
し
て
持
っ
て
い
た
認
識
に
も
注
意
し
た
い
。
宇
佐
美
は
内
務
行
政
の
長
と
し
て
、
警
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務
総
監
部
か
ら
時
々
刻
々
、
三
・
一
運
動
の
「
日
次
報
告
」
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
立
場
に
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
運
動
に
対
す
る
認
識

に
は
か
な
り
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
な
も
の
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
国
友
の
方
は
、
一
九
〇
五
年
に
韓
国
政
府
の
顧
問
警
察
宮
と
な
っ
て
以
来
、
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

鮮
に
い
た
古
参
で
あ
り
、
朝
鮮
人
の
独
立
志
向
の
強
さ
は
身
を
も
っ
て
知
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

　
総
督
府
側
委
員
の
認
識
は
、
彼
ら
が
本
国
と
の
交
渉
の
前
に
総
督
府
内
で
組
み
立
て
た
新
警
察
制
度
の
概
要
に
も
明
ら
か
だ
っ
た
。
普
通
警

察
制
度
を
打
ち
出
し
た
の
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
問
題
は
そ
の
中
味
で
あ
る
。
国
友
が
憲
兵
側
に
は
極
秘
に
、
大
塚
常
三
郎
参
事
官
と
協
力

　
　
　
⑤

し
て
得
た
成
案
は
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
と
い
う
（
以
下
、
国
友
「
回
顧
」
一
四
頁
）
。

　
第
一
点
、
警
察
官
の
人
員
数
。
従
来
の
日
本
入
巡
査
一
七
〇
〇
人
、
巡
査
補
（
朝
鮮
人
）
三
三
二
五
人
、
憲
兵
二
五
二
五
人
、
憲
兵
補
助
員

（
朝
鮮
人
）
四
七
一
九
人
を
基
礎
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
合
計
一
万
二
千
余
人
に
将
来
さ
ら
に
三
〇
〇
〇
人
を
加
え
る
。

　
第
二
点
、
警
察
関
係
費
の
予
算
。
こ
れ
も
従
来
の
経
費
が
算
定
基
準
と
な
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
警
察
費
二
六
〇
睡
余
円
、
憲
兵
補
助
員

費
一
一
六
万
余
円
、
憲
兵
費
一
八
○
万
余
円
－
含
計
五
五
六
万
余
土
i
を
基
礎
と
し
て
、
こ
れ
に
三
〇
〇
万
円
以
上
を
積
み
増
し
す
る
と

い
う
の
が
予
算
の
将
来
構
想
で
あ
っ
た
。
予
鋒
面
に
関
し
て
は
、
山
縣
政
務
総
監
が
こ
の
試
案
を
検
討
し
た
際
、
財
政
事
情
か
ら
再
考
を
求
め

た
の
で
、
国
友
は
要
員
に
は
手
を
触
れ
ぬ
よ
う
配
慮
し
つ
つ
一
〇
〇
万
円
を
減
額
し
た
と
い
う
。
結
局
、
最
初
の
総
督
府
案
は
、
警
察
官
一
五

四
九
九
人
警
察
費
八
○
○
万
円
弱
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
具
体
的
な
数
字
に
つ
い
て
は
実
際
と
異
な
る
点
が
多
い
。
警
察
里
数
の
三
〇
〇
〇
人
積
み
増
し
に
つ
い
て
は
、
一
九
一
九
年
八
月
か
ら
の
警

察
官
定
員
の
第
一
次
拡
張
（
後
述
）
の
数
字
と
一
致
す
る
が
、
警
察
関
係
費
に
つ
い
て
は
従
来
の
経
費
・
積
み
増
し
金
額
と
も
に
照
合
で
き
る
数

字
が
見
当
た
ら
な
い
。
と
は
言
え
、
警
察
制
度
の
改
革
が
、
人
員
・
予
箕
の
内
面
に
つ
い
て
、
従
来
の
規
模
を
大
幅
に
拡
大
す
る
と
い
う
前
提

を
議
論
の
出
発
点
か
ら
持
っ
て
い
た
こ
と
は
最
低
限
確
認
で
き
る
だ
ろ
う
。
三
・
一
運
動
に
お
い
て
末
端
治
安
維
持
力
の
さ
ら
な
る
強
化
が
求

め
ら
れ
た
こ
と
に
対
す
る
、
総
督
府
の
答
え
が
こ
こ
に
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
こ
の
よ
う
な
拡
充
が
「
万
歳
事
件
〔
「
三
二
運
動
」
の
こ
と
〕

　
　
　
　
　
　
　
ゴ
マ

よ
り
一
層
必
要
に
迫
ま
ら
れ
た
治
安
維
持
の
現
状
に
照
し
」
求
め
ら
れ
た
も
の
だ
っ
た
、
と
い
う
国
友
の
言
葉
（
国
友
「
回
顧
」
一
四
頁
）
は
そ
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れ
を
裏
付
け
る
も
の
に
外
な
ら
な
い
。

　
普
通
警
察
鋼
度
実
現
と
共
に
治
安
維
持
力
の
強
化
と
い
う
狙
い
を
持
っ
た
こ
の
よ
う
な
プ
ラ
ン
を
携
え
、
宇
佐
美
、
国
友
は
六
月
二
五
日
に

上
京
す
る
。
国
友
に
よ
っ
て
上
京
後
作
成
さ
れ
た
意
見
書
を
、
宇
佐
美
が
田
中
陸
相
に
手
交
し
、
交
渉
が
開
始
さ
れ
た
。
が
、
こ
こ
で
本
国
政

府
と
の
間
に
早
く
も
最
初
の
齪
顧
が
生
じ
る
。

　
田
中
は
、
先
に
六
月
＝
二
日
の
閣
議
で
「
朝
鮮
に
於
け
る
憲
兵
制
度
は
辺
境
又
は
不
穏
の
地
に
限
り
て
存
置
」
す
る
と
い
う
考
え
を
明
ら
か

に
し
て
い
た
（
『
原
属
記
』
一
九
・
六
・
＝
二
）
。
従
来
憲
兵
は
「
軍
事
警
察
上
主
要
な
地
及
僻
遠
の
地
霧
に
国
境
地
方
」
に
配
置
さ
れ
、
広
範
囲
の

地
域
の
治
安
を
担
っ
て
い
た
の
だ
が
、
こ
れ
に
対
す
る
政
府
側
の
立
場
は
普
通
警
察
制
度
を
原
則
と
し
つ
つ
も
国
境
地
方
に
つ
い
て
は
従
来
通

り
と
す
る
も
の
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
六
月
初
旬
に
東
上
さ
せ
た
朝
鮮
憲
兵
隊
司
令
部
の
副
官
に
対
し
て
も
、
憲
兵
の
新
編
成

事
務
の
中
に
、
憲
兵
に
よ
る
国
境
警
備
と
い
う
点
を
盛
り
こ
ま
せ
、
改
正
憲
兵
条
例
の
中
に
は
「
憲
兵
ハ
国
境
ヲ
監
視
ス
」
と
の
一
条
を
設
け

る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
点
が
、
宇
佐
美
の
文
官
と
し
て
の
立
場
上
引
っ
か
か
っ
た
の
で
あ
る
。
宇
佐
美
は
、
普
通
警
察
制
の
下
で
は
道

長
官
が
道
内
の
警
察
権
を
握
る
の
で
あ
る
か
ら
、
国
境
に
お
け
る
憲
警
併
存
は
「
甚
だ
面
白
か
ら
ざ
る
結
果
を
招
来
す
る
」
と
反
駁
を
試
み
た

（
国
友
「
回
顧
」
一
五
頁
）
。
普
通
警
察
制
度
実
現
と
い
う
狙
い
に
関
わ
る
こ
の
点
は
、
結
局
、
「
監
視
と
は
国
境
に
立
っ
て
観
る
と
云
ふ
解
釈
」

を
す
る
こ
と
で
解
決
が
は
か
ら
れ
た
。
憲
兵
の
国
境
監
視
が
警
察
事
務
と
は
競
合
し
な
い
も
の
と
考
え
よ
う
と
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
実

質
的
に
は
宇
佐
美
が
折
れ
る
結
果
に
終
わ
っ
た
の
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
総
督
府
側
メ
ン
バ
ー
は
、
治
安
維
持
重
視
と
い
う
狙
い
の
方
で
は
妥
協
し
な
か
っ
た
。
六
月
二
八
日
の
閣
議
を
見
よ
う
。
こ
の
日
、

横
田
法
制
局
長
官
を
中
心
に
、
朝
鮮
警
察
の
管
掌
組
織
と
し
て
警
務
課
を
設
け
、
こ
れ
を
総
督
府
内
務
部
の
一
朝
と
し
ょ
う
と
い
う
案
が
出
て

い
た
。
警
察
機
構
に
対
す
る
あ
ま
り
に
も
地
味
な
扱
い
に
総
督
府
官
僚
は
驚
き
、
横
田
に
向
か
っ
て
反
論
す
る
。

　
　
「
朝
鮮
は
内
地
と
其
の
趣
を
異
に
し
、
警
察
制
度
の
統
一
は
重
大
な
る
問
題
に
し
て
、
之
を
警
察
課
と
し
て
内
務
の
一
部
と
す
る
が
如
き

　
　
で
は
、
組
織
上
治
安
の
維
持
は
出
来
る
も
の
で
は
な
い
。
宜
し
く
警
察
局
と
し
て
其
の
権
限
を
大
に
し
、
＝
二
道
の
警
察
権
を
統
一
し
、
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日本統治下の朝鮮における警察機構の改編（松田）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
　
以
て
治
安
の
維
持
を
図
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
」

　
こ
れ
が
宇
佐
美
の
言
い
分
だ
っ
た
。
要
す
る
に
、
治
安
維
持
に
対
す
る
政
府
側
の
認
識
の
甘
さ
を
戒
め
、
警
察
組
織
に
強
い
権
限
を
与
え
よ

う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
国
友
も
同
意
見
だ
っ
た
。
そ
し
て
事
実
が
示
す
よ
う
に
、
総
督
府
側
の
意
見
が
全
面
的
に
通
り
、

総
督
府
を
構
成
す
る
一
官
署
と
し
て
警
務
局
が
設
置
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
が
事
実
上
の
閣
議
決
定
と
な
り
、
政
府
案
が
枢
密
院
に
送
ら
れ

た
。　

さ
て
、
順
当
に
進
ん
で
き
た
か
の
よ
う
に
見
え
る
警
察
制
度
改
革
に
も
、
全
く
逆
風
が
吹
き
つ
け
な
か
っ
た
訳
で
は
な
い
。
そ
の
一
つ
と
し

て
、
朝
鮮
総
督
長
谷
川
の
反
発
が
推
測
さ
れ
る
。
七
月
初
め
、
長
谷
川
東
上
中
の
京
城
で
は
、
山
縣
政
務
総
監
が
、
命
あ
ら
ば
総
督
就
任
は
辞

さ
な
い
、
就
任
の
暁
に
は
ま
ず
憲
兵
警
察
制
度
を
「
時
代
相
応
に
改
善
す
る
」
な
ど
と
公
言
し
た
た
め
に
、
長
谷
川
は
直
ち
に
不
快
感
を
露
に

し
て
い
る
（
『
東
京
日
臼
新
聞
』
一
・
九
七
・
八
付
、
山
縣
及
び
長
谷
川
の
談
話
）
。
時
あ
た
か
も
、
長
谷
川
は
親
日
派
朝
鮮
人
を
使
適
し
た
武
官
総
督

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

欄
維
持
工
作
を
展
開
し
て
い
た
が
、
こ
の
動
き
に
は
警
察
制
度
改
編
へ
の
牽
制
と
い
う
含
み
も
こ
め
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
長
谷
川
が

「
将
来
に
関
す
る
こ
と
で
人
の
決
め
た
こ
と
に
磁
石
を
押
す
な
ど
」
も
っ
て
の
ほ
か
、
と
反
対
し
た
が
た
め
に
、
斎
藤
新
総
督
の
手
で
総
督
府

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

官
制
、
警
察
制
度
の
改
革
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
、
斎
藤
の
談
話
も
、
こ
の
文
脈
か
ら
理
解
が
可
能
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
前
述

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

の
よ
う
に
軍
部
は
警
察
制
度
転
換
に
賛
同
の
方
向
で
ほ
ぼ
ま
と
ま
っ
て
お
り
、
総
督
任
用
資
格
の
問
題
ほ
ど
反
対
論
に
広
が
り
は
見
ら
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

最
終
的
に
は
、
長
谷
川
は
「
憲
兵
制
度
ノ
撤
廃
等
二
郎
テ
ハ
多
少
ノ
私
見
ア
ル
モ
廟
議
鎌
脚
決
定
セ
ル
今
日
ナ
ル
ヲ
以
テ
愚
管
二
之
二
及
ハ
ス
」

と
口
を
つ
ぐ
ま
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　
も
う
一
つ
の
障
害
は
枢
密
院
で
あ
っ
た
。
枢
密
院
で
は
「
朝
鮮
総
督
府
警
察
官
署
官
制
廃
止
の
件
」
が
、
朝
鮮
・
台
湾
関
係
を
中
心
と
し
た

八
件
の
勅
令
案
と
と
も
に
一
括
審
議
さ
れ
た
が
、
審
査
委
員
会
が
本
会
議
に
報
告
を
送
っ
た
際
、
次
の
よ
う
な
理
由
が
付
さ
れ
て
い
た
。

　
　
「
所
謂
憲
兵
警
察
ノ
制
度
ハ
最
近
ノ
情
勢
二
照
ラ
シ
実
績
必
ス
シ
モ
良
好
ナ
ラ
ス
就
中
地
方
二
在
リ
テ
道
長
官
ト
警
務
部
長
以
下
ノ
警
察

　
　
官
ト
ノ
間
官
一
制
二
疎
通
ノ
途
ヲ
定
ム
ト
雛
往
々
協
調
ヲ
訣
キ
蔀
惹
テ
処
務
ノ
支
㎜
陣
ヲ
来
ス
ノ
事
実
ナ
キ
ニ
ァ
ラ
ス
傍
テ
今
回
弊
肖
塞
m
官
H
官
囎
省
制
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⑪

　
　
ヲ
山
溌
止
シ
：
：
：
」

　
総
督
府
の
文
官
が
主
張
し
て
き
た
問
題
点
を
そ
の
ま
ま
借
用
し
た
よ
う
な
理
由
づ
け
が
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
、
本
件
に
関
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

て
大
き
な
争
点
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
微
修
正
で
原
案
が
通
過
し
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
枢
密
院
で
の
審
議
は
延
々
四
〇
日
ほ
ど
も
か
か
っ
た

の
で
あ
る
。
一
つ
に
は
、
一
括
審
議
に
よ
り
同
時
に
検
討
さ
れ
て
い
た
門
朝
鮮
総
督
府
官
制
改
正
の
件
」
に
お
い
て
、
軍
隊
統
率
権
を
武
官
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

み
に
認
め
る
と
い
う
政
府
案
に
対
し
、
枢
密
院
側
が
文
武
に
か
か
わ
ら
ず
統
率
権
を
認
め
ぬ
よ
う
大
き
く
修
正
し
た
と
い
う
事
情
が
あ
り
、
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

た
、
枢
密
院
議
長
伊
東
巴
代
治
に
た
い
す
る
原
首
相
の
根
圃
し
が
十
分
で
な
く
審
議
引
き
延
ば
し
を
さ
れ
た
こ
と
に
原
因
が
あ
っ
た
と
も
さ
れ

て
い
る
。

　
こ
の
間
、
総
督
府
委
員
は
苛
立
ち
を
覚
え
つ
つ
、
改
革
案
成
立
を
待
っ
て
い
た
。
宇
佐
美
は
「
屡
々
原
総
理
大
臣
を
訪
問
し
て
民
心
安
定
上

速
や
か
に
決
定
さ
れ
ん
こ
と
の
督
促
を
な
し
」
た
（
国
友
「
回
顧
一
六
頁
）
。
ま
た
そ
の
一
方
で
、
制
度
に
対
す
る
肉
づ
け
と
し
て
、
警
察
官
の
銃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

器
携
帯
に
つ
い
て
原
と
交
渉
し
て
も
い
る
（
以
下
、
国
友
「
回
顧
」
一
六
～
一
七
頁
）
。
宇
佐
美
に
よ
れ
ば
、
「
朝
鮮
の
警
察
官
は
剣
銃
を
携
帯
す
る

要
が
あ
る
。
従
っ
て
内
地
警
察
と
は
多
少
そ
の
組
織
を
異
に
す
る
の
要
が
あ
る
」
と
い
う
の
だ
っ
た
。
朝
鮮
で
は
既
に
義
兵
鎮
圧
の
頃
か
ら
警

察
官
が
銃
器
を
持
っ
て
お
り
、
宇
佐
美
の
発
言
は
銃
器
携
帯
を
よ
り
広
め
よ
う
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
原
は
、
「
警
察

官
が
銃
器
を
携
帯
す
る
と
は
以
て
の
外
」
と
答
え
て
い
る
。
実
の
と
こ
ろ
、
こ
の
当
時
日
本
本
国
に
お
い
て
は
、
ま
だ
警
察
官
の
銃
器
携
帯
が

法
的
に
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
（
認
め
ら
れ
る
の
は
一
九
二
六
年
か
ら
）
。
警
察
官
と
言
え
ば
警
棒
を
持
つ
者
と
い
う
の
が
一
般
の
イ
メ
ー
ジ
だ

っ
た
時
代
に
お
い
て
、
原
の
答
え
は
さ
し
て
不
自
然
な
も
の
で
は
な
か
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
周
知
の
よ
う
に
、
制
度
改
編
後
警
察
官
の
銃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

器
は
大
幅
に
増
強
さ
れ
、
小
銃
は
改
編
前
の
五
六
五
七
挺
か
ら
二
二
八
九
四
挺
に
、
拳
銃
は
一
二
七
二
挺
か
ら
四
五
六
三
挺
に
増
や
さ
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
経
過
の
内
に
、
制
度
改
編
後
の
治
安
維
持
力
増
強
の
路
線
を
敷
い
た
の
が
、
総
督
府
代
表
の
サ
イ
ド
で
あ
っ
た
こ
と
が
読
み
取

れ
る
。

　
八
月
八
日
、
警
察
制
度
改
編
案
は
最
後
の
関
門
で
あ
る
秘
密
院
を
よ
う
や
く
通
過
し
た
。
原
は
こ
れ
を
閣
員
に
伝
え
る
と
共
に
、
総
督
・
政
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務
総
監
新
任
と
し
て
斎
藤
実
、
水
野
錬
太
郎
を
紹
介
し
、
そ
の
場
で
「
朝
鮮
統
治
私
見
し
を
明
ら
か
に
し
た
（
『
原
日
記
』
一
九
・
八
・
八
）
。
植

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

霊
地
政
策
全
般
に
わ
た
る
こ
の
統
治
方
針
案
は
、
従
来
の
研
究
で
は
、
原
に
よ
る
政
治
指
導
を
具
現
し
た
も
の
と
し
て
強
調
さ
れ
て
き
た
が
、

警
察
制
度
に
関
し
て
い
え
ば
、
こ
こ
で
示
さ
れ
て
い
る
の
は
既
定
路
線
に
過
ぎ
な
い
。
と
は
い
え
、
こ
の
文
書
に
お
い
て
原
が
、
専
ら
制
度
を

「
内
地
二
於
ケ
ル
カ
如
ク
」
す
る
、
す
な
わ
ち
普
通
警
察
制
度
に
移
行
す
る
こ
と
の
方
に
重
き
を
置
き
、
警
察
力
の
増
強
に
つ
い
て
は
何
も
触

れ
て
い
な
い
点
は
注
目
し
て
お
い
て
よ
い
だ
ろ
准
こ
、
」
に
お
い
て
も
・
原
が
警
察
関
係
に
つ
い
て
笙
の
引
照
葦
に
し
て
い
た
の
が
・
年

来
の
持
論
た
る
「
内
地
延
長
主
義
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
一
貫
し
て
治
安
維
持
力
強
化
を
も
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
盛
り
込

ん
で
い
た
総
督
府
委
員
と
は
、
力
点
の
置
き
方
に
微
妙
な
差
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

　
さ
て
、
八
月
一
九
日
、
憲
兵
警
察
制
度
か
ら
普
通
警
察
制
度
へ
の
転
換
に
関
わ
る
一
連
の
法
令
が
発
布
さ
れ
た
。
ま
ず
、
勅
令
三
八
七
号

「
朝
鮮
総
督
府
警
察
官
署
官
制
廃
止
ノ
号
し
に
よ
っ
て
、
朝
鮮
憲
兵
隊
司
令
官
、
憲
兵
隊
長
が
、
そ
れ
ぞ
れ
警
務
総
長
、
各
道
警
務
部
長
を
兼

任
す
る
シ
ス
テ
ム
は
廃
止
さ
れ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
憲
兵
が
普
通
警
察
業
務
を
担
当
す
る
法
的
裏
付
け
と
な
っ
て
い
た
勅
令
三
四
三
条
「
朝
鮮

駐
捌
憲
兵
条
例
」
も
廃
止
さ
れ
た
（
勅
令
三
九
七
号
「
憲
兵
条
例
中
改
正
ノ
件
し
）
。
そ
し
て
、
総
督
府
の
一
局
と
し
て
警
務
局
を
設
け
（
勅
令
三
八
六

号
「
朝
鮮
総
督
府
官
制
中
改
正
ノ
件
」
第
九
条
）
、
中
央
に
お
け
る
警
察
機
関
と
し
た
。
地
方
に
つ
い
て
は
、
警
察
事
務
執
行
の
担
当
と
し
て
道
知

事
管
轄
下
に
第
三
部
を
置
い
た
（
勅
令
三
九
一
号
「
朝
鮮
総
督
府
地
方
官
官
制
改
正
ノ
件
」
第
一
二
、
一
三
条
）
。

　
そ
の
ほ
か
に
関
連
す
る
主
な
も
の
と
し
て
、
勅
令
三
八
八
号
「
朝
鮮
総
督
府
警
察
官
講
習
所
官
制
」
は
警
察
官
の
大
量
増
員
を
念
頭
に
置
き
、

こ
れ
ま
で
警
務
総
監
部
の
一
付
属
機
関
で
あ
っ
た
警
察
官
練
習
所
を
独
立
さ
せ
、
警
察
官
の
教
育
シ
ス
テ
ム
を
拡
充
し
よ
う
と
す
る
も
の
だ
っ

た
。
ま
た
、
憲
兵
だ
っ
た
者
を
予
備
役
に
繰
り
入
れ
警
察
宮
と
し
て
採
用
す
る
ね
ら
い
で
、
現
役
憲
兵
下
士
と
上
等
兵
は
服
役
期
間
（
六
年
間
）

を
経
て
い
な
く
て
も
、
予
備
役
に
編
入
で
き
る
特
例
が
定
め
ら
れ
た
（
勅
令
四
〇
八
号
「
現
役
憲
兵
下
士
上
等
兵
ノ
服
役
二
関
ス
ル
件
」
）
。
ほ
か
に
憲

兵
と
の
関
係
で
は
、
前
述
の
よ
う
に
「
国
境
ノ
監
視
」
が
憲
兵
の
業
務
中
に
盛
り
込
ま
れ
た
（
前
掲
勅
令
三
九
七
号
）
。
ま
た
移
行
措
置
と
し
て
、

憲
兵
が
普
通
警
察
業
務
を
執
行
で
き
る
と
い
う
規
定
を
設
け
た
（
勅
令
三
八
九
こ
入
朝
鮮
二
塁
ケ
ル
憲
兵
分
隊
又
ハ
憲
兵
分
遣
所
在
勤
憲
兵
ノ
職
務
二
関
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ス
ル
件
」
）
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
条
文
上
「
三
内
ノ
内
」
と
し
て
あ
る
が
、
国
友
及
び
馬
場
鎮
一
法
制
局
参
事
官
、
陸
軍
と
の
闇
で
移
行
期
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

を
三
ヵ
月
間
と
す
る
い
う
こ
と
で
了
解
が
あ
っ
た
ら
し
い
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
総
督
府
・
本
国
政
府
・
軍
部
の
い
ず
れ
も
が
警
察
調
度
改
編
の
必
要
性
を
認
め
た
六
月
半
ば
以
降
の
経
過
を
追
っ
て
み
た
。

調
度
改
編
の
進
行
過
程
で
は
総
督
府
側
と
本
国
政
府
　
　
原
首
相
－
と
の
間
の
考
え
方
の
違
い
が
表
面
化
し
た
。
警
務
局
の
設
置
や
警
察
官

の
銃
器
携
帯
な
ど
の
問
題
に
窺
わ
れ
た
よ
う
に
、
原
は
大
体
に
お
い
て
「
内
地
延
長
主
義
路
線
」
を
基
底
に
置
い
て
い
た
が
、
総
督
府
官
僚
の

側
は
、
普
通
警
察
制
度
転
換
を
眼
目
と
し
つ
つ
も
、
も
う
一
つ
の
柱
と
し
て
治
安
維
持
力
の
強
化
を
も
掲
げ
た
。
そ
し
て
、
総
督
府
官
僚
の
意

図
し
た
こ
と
は
改
編
後
の
朝
鮮
警
察
に
か
な
り
の
程
度
取
り
こ
ま
れ
た
の
だ
っ
た
。
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①
　
宇
佐
美
、
前
掲
「
閑
散
記
」
。

②
　
故
宇
佐
美
勝
夫
残
記
念
会
編
『
宇
佐
美
勝
夫
氏
追
悼
録
』
（
同
論
、
　
一
九
四
三

　
年
）
　
一
賜
三
頁
。
な
お
宇
佐
美
は
、
　
…
九
一
〇
年
総
督
府
参
与
官
と
し
て
朝
鮮
に

　
赴
任
す
る
以
前
に
、
本
国
に
お
い
て
徳
島
県
・
京
都
府
各
参
事
官
、
内
務
省
参
鱗

　
宮
な
ど
を
歴
任
し
て
い
た
。

③
宇
佐
美
、
前
掲
「
閑
散
記
」
。
た
だ
し
、
山
縣
の
総
督
就
任
は
実
現
し
な
い
。

　
三
・
一
運
動
の
引
責
辞
任
を
宇
佐
美
か
ら
申
し
立
て
ら
れ
た
た
め
（
宇
佐
美
、
前

　
掲
「
閑
散
記
」
）
、
ま
た
養
父
山
縣
有
朋
が
山
懸
（
伊
）
の
総
督
就
任
に
反
対
の
態

　
度
を
山
朋
さ
な
か
っ
た
た
め
（
『
原
日
記
』
一
九
・
六
・
一
九
、
六
・
ご
四
、
六
・
二

　
五
）
、
山
縣
（
伊
）
は
七
月
一
日
進
退
伺
を
出
し
、
八
月
一
二
日
、
長
谷
川
総
督
と

　
と
も
に
免
官
と
な
っ
た
。

④
　
例
え
ば
、
い
わ
ゆ
る
「
酉
五
人
事
件
」
の
捜
査
を
指
揮
し
た
国
友
が
ま
と
め
て

　
い
る
大
部
の
報
告
書
『
不
逞
事
件
二
三
ッ
テ
観
タ
ル
朝
鮮
人
』
（
一
九
一
二
年
～
）

　
参
照
（
『
百
菰
人
野
毛
資
料
集
脚
絆
二
巻
、
不
二
出
版
、
一
九
八
六
年
所
収
。
な

　
お
、
北
博
昭
琉
に
よ
る
同
書
「
解
題
」
に
国
友
の
経
歴
等
が
詳
し
い
）
。

⑤
　
戸
塚
武
比
古
『
大
塚
常
三
郎
小
伝
』
（
稿
本
、
執
筆
年
不
明
）
（
憲
政
資
料
室
所

　
蔵
『
大
塚
常
三
郎
関
係
文
書
』
＝
三
二
）
一
九
頁
参
照
。
大
塚
は
こ
の
後
、
本
国

　
に
派
遺
さ
れ
た
宇
佐
美
・
国
友
ら
か
ら
の
連
絡
を
総
督
府
側
で
受
け
る
役
割
を
し

　
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

⑥
前
掲
『
素
建
山
縣
公
伝
』
三
四
六
頁
。

⑦
姜
東
鎮
、
前
掲
『
日
本
の
朝
鮮
支
配
政
策
史
研
究
』
一
五
四
頁
。

⑧
斎
藤
子
爵
記
念
会
『
子
爵
斎
藤
実
伝
』
第
二
巻
（
同
、
一
九
四
｝
年
）
四
二
八

　
頁
。

⑨
　
朝
鮮
統
治
方
針
の
改
革
に
対
す
る
軍
部
の
反
対
理
由
は
、
「
蒔
直
に
朝
鮮
の
官

　
制
を
改
革
し
文
武
併
用
主
義
を
採
用
せ
ぱ
暴
動
に
依
っ
て
効
果
を
奏
し
た
る
が
如

　
き
誤
解
を
招
き
将
来
に
少
な
か
ら
ぬ
悪
慣
例
を
残
す
の
み
な
ら
ず
文
官
の
総
督
に

　
て
は
…
朝
有
事
の
際
軍
隊
の
出
動
等
に
種
々
の
不
便
を
伴
ふ
」
と
い
う
点
に
あ
っ

　
た
（
『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
・
六
・
＝
）
。
す
な
わ
ち
総
督
の
任
用
資
格
が
問

　
題
の
焦
点
で
あ
り
、
警
察
鋤
度
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
『
原
日

　
記
転
の
伝
え
る
軍
部
の
反
対
論
も
同
じ
性
格
の
も
の
で
あ
る
（
『
早
目
記
』
一
九
・

　
五
・
二
〇
、
五
・
三
〇
）
。

⑩
　
長
谷
川
総
督
「
騒
擾
善
後
策
私
見
」
（
前
掲
『
現
代
史
資
料
2
5
朝
鮮
1
』
四
九
七
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頁
）
。
な
お
、
こ
の
文
書
は
従
来
、
一
九
一
九
年
六
月
に
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら

　
れ
て
き
た
が
（
前
掲
『
現
代
史
資
料
2
5
朝
鮮
1
漏
、
姜
徳
相
碁
に
よ
る
「
解
説
」
参

　
照
）
、
「
廟
議
既
二
決
定
セ
ル
今
日
」
と
あ
る
以
上
、
枢
密
院
で
改
革
案
が
通
過
し

　
た
八
月
初
旬
以
降
の
も
の
と
考
え
る
の
が
妥
当
か
と
思
わ
れ
る
。

＠
「
朝
鮮
総
督
府
官
制
改
正
の
件
外
七
件
審
査
報
告
」
（
『
楓
密
院
審
査
報
告
大
正

　
八
年
』
《
国
立
公
文
書
館
『
枢
密
院
関
係
文
書
』
A
1
5
1
7
2
1
》
所
収
）
。

⑫
政
府
案
に
対
す
る
枢
密
院
の
修
正
は
次
の
三
点
で
あ
る
（
「
朝
鮮
総
督
府
官
制
中

　
改
正
ノ
件
（
一
九
一
九
年
八
月
八
日
）
」
『
枢
密
院
会
議
議
事
録
』
第
二
一
巻
《
東

　
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
五
年
》
二
五
九
～
二
六
〇
頁
）
。
（
一
）
政
府
案
の
条
文

　
中
「
警
視
」
「
警
部
」
「
警
都
踊
」
が
「
道
警
視
」
「
道
警
部
」
「
道
警
部
補
」
に
改

　
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
こ
れ
に
伴
っ
て
関
係
法
令
の
字
句
の
修
正
が
な
さ
れ
た
。

　
（
二
）
制
度
改
正
後
の
憲
兵
の
処
理
に
つ
い
て
、
憲
兵
将
校
を
総
督
府
事
務
官
に

　
任
用
し
得
る
と
し
た
政
府
案
を
削
り
、
警
察
官
補
充
の
た
め
憲
兵
将
校
以
下
よ
り

　
道
警
視
以
下
に
任
用
し
得
る
規
定
を
設
け
た
。
（
三
）
国
境
関
税
出
張
所
の
監
岨
侃
・

　
監
吏
に
、
従
来
は
憲
兵
を
任
用
し
得
る
規
定
が
あ
っ
た
の
を
改
め
、
道
警
部
・
道

　
警
部
補
・
道
巡
査
を
任
用
し
得
る
規
定
を
新
た
に
設
け
た
。

⑬
北
岡
伸
一
『
日
本
陸
軍
と
大
陸
政
策
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
九
年
）
二

　
七
〇
頁
。

⑭
春
山
、
前
掲
論
文
、
五
五
頁
。

⑮
　
「
朝
鮮
警
察
二
関
ス
ル
議
会
答
弁
資
料
」
（
『
斎
藤
実
文
書
陳
五
一
九
）
中
、
「
調
度

　
改
正
前
後
二
於
ケ
ル
銃
器
配
備
ノ
比
較
表
（
大
正
一
〇
年
一
〇
月
三
一
日
現
在
）
」

　
に
よ
る
。

⑯
　
春
山
、
帥
既
掲
鮎
劇
文
、
六
〇
～
六
四
百
ハ
、
韓
法
難
、
晶
嗣
掲
閏
月
文
、
八
四
百
ハ
。

⑰
原
敬
「
朝
鮮
統
治
私
見
」
中
、
警
察
制
度
改
正
に
関
す
る
部
分
は
次
の
よ
う
に

　
な
っ
て
い
る
（
前
掲
『
子
爵
斎
藤
実
伝
』
第
二
巻
、
四
五
四
頁
）
。
「
真
二
必
要
己

　
ム
可
カ
ラ
サ
ル
地
方
ノ
外
ハ
憲
兵
ヲ
廃
シ
テ
警
察
官
二
改
メ
而
シ
テ
其
警
察
官
モ

　
総
督
府
…
二
於
テ
統
括
ス
ル
ロ
ト
ヲ
黒
影
恰
…
モ
内
地
二
於
ケ
ル
カ
如
ク
地
方
長
官
二

　
分
属
セ
シ
メ
中
央
総
督
府
二
内
務
省
警
保
局
ノ
如
キ
モ
ノ
ヲ
置
キ
其
大
体
ヲ
統
括

　
セ
シ
ム
可
シ
。
…
…
耳
目
ヲ
新
切
ス
ル
ノ
点
二
於
テ
モ
成
ル
可
ク
速
カ
ニ
之
ヲ
廃

　
ス
ル
ノ
方
針
ヲ
取
ル
可
シ
」
。

⑯
本
稿
で
取
り
上
げ
な
か
っ
た
関
係
法
令
と
し
て
、
陸
軍
省
令
第
二
六
号
「
憲
兵

　
補
規
定
」
（
八
月
二
〇
日
）
を
挙
げ
る
も
の
が
あ
る
。
例
え
ば
、
国
史
編
纂
委
員

　
会
編
『
韓
国
独
立
運
動
史
』
第
三
巻
（
ソ
ウ
ル
、
同
、
一
九
六
七
年
）
は
、
固
規
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
　
　
へ
　
　
う
　
　
う
　
　
へ
　
　
も
　
　
へ

　
に
よ
り
「
韓
国
人
憲
兵
補
を
大
量
に
養
成
し
憲
兵
隊
と
警
察
署
に
配
置
し
」
　
（
傍

　
点
一
引
用
者
）
、
こ
れ
が
「
憲
兵
警
察
禰
度
を
一
層
強
化
し
た
」
と
し
て
い
る
。

　
し
か
し
「
憲
兵
補
規
定
」
は
、
実
際
に
は
、
憲
兵
警
察
制
度
下
の
憲
兵
補
助
員

　
（
朝
鮮
人
）
を
、
制
度
改
編
後
、
改
め
て
朝
鮮
憲
兵
隊
に
組
み
込
む
法
的
措
置
と

　
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
（
田
崎
治
久
編
著
『
続
潤
摩
之
憲
兵
』
《
復
刻
、
原

　
書
房
、
一
九
七
一
年
》
六
七
〇
頁
参
照
）
。
も
っ
と
も
、
憲
兵
補
と
な
っ
た
旧
憲

　
兵
補
助
員
（
四
六
八
五
名
）
は
、
さ
ら
に
こ
の
後
す
ぐ
に
、
巡
査
に
採
用
さ
れ
て

　
い
る
の
で
（
後
掲
表
4
参
照
）
、
警
察
官
の
補
充
と
「
憲
兵
補
規
定
」
が
全
く
無
関

　
係
だ
っ
た
と
も
言
い
切
れ
な
い
。
憲
兵
補
助
員
の
処
理
に
関
し
て
、
何
故
こ
の
よ

　
う
な
迂
遠
な
手
続
き
を
取
っ
た
の
か
（
屑
憲
兵
補
助
員
を
直
接
巡
査
に
採
用
し
て

　
も
、
法
的
な
問
題
は
生
じ
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
）
、
今
の
と
こ
ろ
筆
者
に
は
分

　
か
ら
な
い
。

⑲
国
友
「
回
顧
」
、
一
八
頁
。
ま
た
、
三
浦
梧
楼
『
観
樹
将
軍
回
顧
録
瞼
（
中
公
文

　
庫
版
、
　
九
八
八
年
）
四
一
〇
頁
も
参
照
の
こ
と
。
な
お
、
こ
の
勅
令
三
八
九
号

　
の
解
釈
に
つ
い
て
は
検
討
す
べ
き
問
題
点
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
第
五

　
章
註
⑩
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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四
　
総
督
府
新
幹
部
の
選
定
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一
連
の
法
令
に
よ
っ
て
、
普
通
警
察
制
度
が
で
き
あ
が
り
総
督
府
官
綱
も
改
変
さ
れ
た
。
し
か
し
、
原
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
「
人
事
の
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

題
は
制
度
改
革
以
上
に
必
要
」
で
あ
り
、
人
事
刷
新
に
当
た
っ
て
は
強
力
な
政
治
的
掴
導
力
を
持
つ
大
物
の
起
用
が
ぜ
ひ
と
も
必
要
だ
っ
た
。

水
野
錬
太
郎
が
政
務
総
監
と
し
て
登
場
し
た
背
景
は
、
実
に
そ
の
点
に
あ
っ
た
。
ま
ず
水
野
就
任
の
経
緯
か
ら
追
っ
て
み
よ
う
。

　
政
務
総
監
水
野
と
い
う
案
は
、
そ
の
正
式
の
実
現
に
さ
か
上
る
こ
と
二
ヵ
月
程
前
か
ら
存
在
し
て
お
り
、
六
月
一
三
日
、
原
首
相
と
田
中
陸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

相
は
こ
の
件
に
つ
い
て
内
談
し
て
い
る
。
ま
た
こ
れ
よ
り
先
、
内
務
省
監
察
官
守
屋
栄
夫
は
、
実
地
に
三
・
一
運
動
を
見
聞
し
た
こ
と
を
踏
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

え
、
水
野
に
対
し
て
政
務
総
監
就
任
を
個
人
的
に
懇
請
し
て
い
た
（
六
月
七
日
）
。
六
月
末
、
水
野
は
原
か
ら
打
診
を
受
け
た
も
の
の
、
「
朝
鮮
統

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

治
上
充
分
の
治
績
を
挙
げ
得
る
こ
と
果
た
し
て
可
能
な
る
や
否
や
懸
念
も
有
之
候
」
と
政
務
総
監
就
任
の
話
を
一
旦
断
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

原
は
水
野
以
外
に
適
任
な
し
と
考
え
、
元
老
山
縣
・
松
方
の
了
承
も
得
て
い
た
。
他
方
、
水
野
の
側
は
第
一
次
西
園
寺
内
閣
に
登
用
さ
れ
て
以

来
、
秒
数
年
間
に
わ
た
り
原
か
ら
恩
顧
を
得
て
お
り
、
ま
た
こ
の
年
初
め
以
降
関
東
長
官
、
満
鉄
総
裁
就
任
の
依
頼
を
次
々
に
蹴
っ
て
い
た
こ

と
も
あ
っ
て
、
今
度
は
無
下
に
は
拒
め
な
い
立
場
に
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
七
月
一
八
日
、
原
と
水
野
の
会
談
が
再
び
取
り
行

　
　
⑥

わ
れ
る
。

　
さ
て
、
水
野
が
就
任
を
渋
り
続
け
た
理
由
と
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
一
八
日
の
会
談
で
水
野
は
二
点
を
明
ち
か
に
し
て
い
る
。
第
一
は
、

「
朝
鮮
今
日
の
形
勢
に
於
て
果
し
て
自
分
が
こ
の
難
局
を
処
理
し
得
る
や
否
や
を
疑
ふ
」
と
い
う
点
だ
っ
た
。
三
・
一
運
動
の
余
燈
冷
め
や
ら

ぬ
朝
鮮
の
状
況
が
水
野
を
た
め
ら
わ
せ
た
と
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
第
二
の
理
由
は
「
兎
角
文
官
と
軍
人
と
は
思
想
上
に
於
て
合
は
な
い
」

と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
弁
は
、
し
か
し
、
原
を
説
得
で
き
な
か
っ
た
。
「
朝
鮮
政
治
の
改
革
を
す
る
と
い
ふ
こ
と
は
…
…
朝
鮮
の
為
か
ら
言
ふ
て
も
、
又

外
国
に
対
す
る
上
か
ら
言
ふ
て
も
極
め
て
必
要
な
り
」
と
考
え
る
が
故
に
、
大
臣
級
の
水
野
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
第
一
点
に
対
す
る
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原
の
答
え
だ
っ
た
。
断
り
切
れ
な
く
な
っ
た
水
野
は
、
政
務
総
監
と
な
っ
た
場
合
の
指
導
性
を
保
持
す
る
こ
と
に
力
点
を
移
し
た
。
す
な
わ
ち
、

第
二
の
点
に
関
し
て
、
武
官
総
督
と
文
官
政
務
総
監
と
い
う
枠
の
中
で
人
事
権
を
確
保
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
水
野
は
問
う
。
人
事
に
つ

い
て
「
拓
殖
局
と
か
内
閣
と
か
か
ら
異
議
が
あ
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
う
し
、
又
、
閣
員
の
中
で
啄
を
容
れ
る
老
も
あ
る
と
思
ひ
ま
す
が
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

点
私
に
お
任
せ
で
き
ま
す
か
」
と
。
原
に
異
存
の
あ
ろ
う
は
ず
は
な
か
っ
た
。
朝
鮮
統
治
上
「
人
事
の
問
題
は
綱
度
改
革
以
上
に
必
要
」
で
あ

る
と
考
え
た
か
ら
こ
そ
、
内
務
省
の
人
材
を
知
悉
し
た
水
野
を
欲
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
会
談
は
深
夜
に
ま
で
及
ん
だ
末
、
水
野
が
政
務
総
監
就
任
を
内
諾
し
て
け
り
が
つ
い
た
。

　
原
が
水
野
の
固
辞
を
押
し
切
っ
て
就
任
を
飲
ま
せ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
ま
た
、
斎
藤
・
水
野
に
手
交
し
た
「
朝
鮮
統
治
私
児
」
（
前
述
）

は
、
彼
ら
を
通
じ
て
持
論
の
「
内
地
延
長
主
義
」
を
統
治
方
針
に
実
現
さ
せ
よ
う
と
す
る
原
の
意
図
の
現
れ
だ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
看
過

さ
れ
て
な
ら
な
い
の
は
、
水
野
は
ロ
ボ
ッ
ト
で
は
な
く
、
政
務
総
監
就
任
の
受
諾
と
引
き
換
え
に
、
首
相
の
お
墨
付
き
の
強
力
な
人
事
権
を
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

に
入
れ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
水
野
は
、
総
督
内
定
の
斎
藤
か
ら
も
人
事
一
任
を
取
り
つ
け
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
か
く
し
て
、
実
務
を

担
当
す
る
総
督
府
幹
部
の
選
任
は
、
ひ
と
え
に
水
野
の
手
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
さ
て
、
政
務
総
監
就
任
が
内
定
し
た
水
野
に
と
っ
て
当
面
の
課
題
は
二
つ
あ
っ
た
。
そ
の
一
つ
は
、
前
述
の
よ
う
に
実
務
を
担
当
す
る
総
督

府
営
幹
部
を
選
定
す
る
こ
と
で
あ
り
、
第
二
は
未
だ
卓
上
の
プ
ラ
ン
で
あ
る
警
察
官
の
大
増
員
を
軌
道
に
乗
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は

第
一
の
課
題
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
き
た
い
。
総
督
府
幹
部
の
入
れ
替
え
は
小
幅
の
も
の
に
と
ど
ま
る
と
い
う
一
部
の
予
想
（
『
時
事
新
報
』
一
九

・
六
・
＝
二
夕
刊
、
『
国
民
新
聞
』
一
九
・
八
．
一
四
）
を
覆
し
、
結
果
と
し
て
は
本
国
の
内
務
官
僚
の
大
量
の
起
用
を
見
た
。
そ
の
数
「
三
十
数
名

　
　
　
⑨

に
上
っ
た
」
と
言
わ
れ
る
。
こ
の
「
水
野
人
事
」
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
え
た
分
を
ま
と
め
る
と
、
表
2
の
よ
う
に
な
る
。

　
表
か
ら
第
一
に
指
摘
で
き
る
の
は
、
人
事
が
警
察
系
に
集
中
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
先
の
原
と
の
会
談
に
明
ら
か
だ
っ
た
よ
う
に
水
野
は
朝

鮮
の
「
難
局
」
を
危
惧
し
て
い
た
が
、
治
安
第
一
の
意
識
が
人
事
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
か
。

　
第
二
に
、
警
察
系
統
を
中
心
と
し
た
こ
の
よ
う
な
新
幹
部
は
、
新
進
官
僚
と
で
も
呼
べ
そ
う
な
一
群
で
あ
っ
た
。
文
官
高
等
試
験
合
格
年
を
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表2　水野人事による総督府新幹部

就任部局　隊 名1前 職鵬飴潮脚報酬

警

察

系

警
察
系
以
外

＊警務局長

警務課長：

保安課長

高等警察課長

警務百事務官

警務局寮務官

警務局礁務官

警察開講習所所長

京畿第3部長

忠一等3部百

工南第3部長
全；1ヒ隻箏3部長

全南本3部長

慶北第3部露

出南第3部門

黄海第3部長

江原第3部長

総督秘書官

総督秘書官

＊内務局長

＊学務局長

学務局宗教課長：

＊殖産局長

殖産局事務官

野口　淳告

白上　佑吉

卜部　正～

小林光政
丸山　鶴吉

藤原　喜蔵

田中　武雄

古橋卓四郎

千葉　　了

山口　安憲

関水　　武

松村松盛
山下　諒一

新庄祐二郎

八木　林作

馬野精一
石黒　英彦

守麗栄夫

伊藤武彦
赤池　　濃

柴田善三郎

帯芝　　清

西村　保吉

篠原英太郎

警視庁警務部長

窺山県警察部長

山形県理審官

警視庁警務課長

静岡県内務部長

青森県理事官

長野県警視

愛知県理衷官

秋田県警察部長

兵庫県理事官

茨城県理事官

福岡県理審官

警視庁理事官

静岡県理事官

兵庫県理事二

二山県〕劉棺

群馬県視学官

内務省参事官

千葉県石原郡長

静隅県知墓

大阪府内務部長

石川県理寮官

埼玉県知事

大阪府学務課長

7
0
0
6
9
4
5
2
8
1
2
3
1
0
9
9
0

0
1
1
1
0
1
1
1
0
1
1
1
1
1
0
0
1

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

1910

1914

1902

1905

1913

1911

1912

水野

野口，守屋

同上

同上

赤池

同上

水野

野口，守屋

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

水野

水野

赤池

柴田，水野

守屋

註；L「就任部局」の欄で，＊を付したのは局長である。

　　　「就任部局」のうち，各道第3部長については，忠清北道第3部長→忠北第3部

　　　長のように略記を用いた。

　　2．「文高試合格年」は「文官高等試験合格年」を示す。

　　3．「就任交渉者」は，その人物に対して就任を働きかけた主な者を指す。

出典＝『官報壽1919111　8月21日，i司9月3日にあがっている総督府赴任者を掲げた。ま

　　た，丸山鶴吉r七十年ところどころ』54～55頁，及び，松波仁一郎編r水野先生随
　　笠と論策謹717頁も参照し，赴任時期はやや後だが一般に水野人事の一環と見なさ
　　れている人物（田中武雄，半井清の2名）も取り上げた。各人物の記慕については，

　　鍛前期日本官僚制の制度・組織・人事』（東京大学出版会，1981年），及び「（座談

　　会）朝鮮統治秘話」（1）（2）などに拠った。

《参考　旧幹部（局長クラス）の文官高等試験合格年〉

燦然1氏刷前
　　　目高試刷　　　合格年

留
任
者

財務局長

法務局長

轟轟局長

辞
任
者

河内山楽三

国分　三亥

持地六避郎

宇佐美勝夫

小原　新三

鈴木　　穆

度支部支計課長

司法部長官

通信局長

内務部長宮

農商工部長宮

度支部長官

1906

1887＊

1893

1896

1897

1899

註：1．r留任者」は，1919年8月

　　の官制改革後も総督府官僚
　　として留任した者，「辞任
　　者」は宮制改革時に辞任し
　　た者をそれぞれ指す。
　　2．国分三亥の「合格年」（＊）

　　は判事登用試験のもの。
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「
参
考
」
夏
中
の
旧
幹
部
と
比
較
し
て
み
よ
う
。
局
長
（
旧
官
制
で
は
部
長
に
轟
た
る
）
の
レ
ベ
ル
に
絞
っ
て
見
て
も
、
大
ざ
っ
ぱ
に
言
っ
て
、
旧

幹
部
は
一
八
九
〇
年
か
ら
一
九
〇
〇
年
に
、
新
幹
部
は
一
九
〇
〇
年
か
ら
一
九
一
〇
年
に
集
中
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
新
幹
部
か
ら
見
れ
ば
、

旧
幹
部
は
一
昔
前
の
世
代
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
「
在
来
種
」
と
「
新
来
種
扁
の
対
立
の
種
を
蒔
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
年
功
序
列
に
こ
だ
わ
ら
ず
「
有
望
の
人
々
を
物
色
」
し
た
人
事
は
実
力
本
位
主
義
の
現
れ

　
　
⑪

で
あ
り
、
こ
れ
も
ま
た
、
朝
鮮
の
「
難
局
」
に
対
処
せ
ん
が
た
め
の
水
野
な
り
の
布
陣
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　
　
「
水
野
人
事
」
の
特
徴
の
第
三
点
と
し
て
、
強
力
な
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
形
で
遂
行
さ
れ
た
こ
と
を
挙
げ
て
沁
く
。
講
中
「
交
渉
者
」
の
欄
を

見
る
と
判
る
よ
う
に
、
水
野
は
秘
書
官
守
屋
、
警
務
局
長
野
口
、
内
務
局
長
赤
池
と
い
っ
た
中
核
を
ま
ず
選
び
だ
し
て
い
る
。
次
に
、
皇
道
の

警
察
部
長
の
選
定
及
び
説
得
は
野
口
・
守
屋
に
、
学
務
局
長
そ
の
他
の
選
定
に
つ
い
て
は
赤
池
に
、
そ
れ
ぞ
れ
担
わ
せ
た
。
水
野
は
上
か
ら
人

事
を
固
め
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
方
法
を
取
る
際
、
原
の
意
を
受
け
た
閣
員
の
協
力
が
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
「
水
野
人
事
」
と
は
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
方
式
に
よ
っ
て
、
本
国
の
若
手
内
務
官
僚
を
、
警
察
系
統
を
中
心
と
し
た
部
署
に
抜
擢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

し
た
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
っ
た
。
新
警
察
の
担
い
手
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
選
定
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。

　
①
　
「
（
座
談
会
）
朝
鮮
統
治
秘
話
」
（
一
）
（
『
東
洋
』
三
六
巻
二
碧
、
一
九
三
三
年
　
　
　
　
だ
ろ
う
。

　
　
二
月
）
七
〇
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
前
掲
「
（
座
談
会
）
朝
鮮
統
治
秘
話
」
（
＝
）
、
八
三
～
八
四
頁
、
守
屋
談
話
。

　
②
　
『
原
日
記
』
　
　
　
　
　
　
　
　
な
お
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
　
　
　
　
　
　
六
九
頁
所
収
の
原
敬
宛
水
野
書
簡
（
一
九
一
九
年
六
月
末
か
七
月

　
　
　
　
　
一
九
・
穴
・
一
三
。
　
　
総
督
・
政
務
総
監
の
決
定
に
田
中
陸

相
が
当
初
か
ら
関
わ
っ
て
い
た
点
を
も
っ
て
、
「
人
選
に
軍
部
が
実
質
的
に
作
用

し
て
い
た
の
で
あ
る
」
と
す
る
見
解
が
あ
る
が
（
韓
培
浩
、
前
掲
「
三
・
一
運
動

直
後
潮
朝
鮮
植
畏
地
政
策
」
八
三
頁
）
、
原
の
協
力
者
と
し
て
軍
部
と
の
折
衝

に
当
た
っ
て
い
た
田
中
の
位
置
を
考
慮
し
て
い
な
い
点
で
受
け
入
れ
が
た
い
（
田

中
の
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
は
、
田
中
義
一
伝
記
刊
行
会
編
『
圏
中
義
一
低
記
』

下
巻
《
一
九
六
〇
年
、
復
刻
、
原
書
房
、
一
九
八
一
年
》
一
五
六
～
一
六
七
頁
、

ま
た
そ
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
は
、
北
岡
、
前
掲
書
、
二
七
一
頁
を
参
照
）
。
総

督
・
政
務
総
監
の
人
事
の
主
導
権
は
、
や
は
り
原
に
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当

　
同
右
（
一
）
、

　
初
め
の
も
の
）
。

⑤
　
同
輩
（
一
）
、
七
一
頁
、
水
野
談
話
。

⑥
　
以
下
、
前
掲
「
（
座
談
会
）
朝
鮮
統
治
秘
話
」
（
一
）
、
六
九
～
七
二
頁
、
水
野
談

　
話
に
よ
る
。

⑦
松
波
仁
一
郎
編
『
水
野
博
士
宵
稀
記
念
論
策
と
随
筆
』
（
水
野
錬
太
郎
先
生
古

　
稀
祝
賀
会
、
一
九
三
七
年
）
八
三
八
頁
。

⑧
前
掲
「
（
座
談
会
）
朝
鮮
統
治
秘
話
」
（
　
）
、
七
四
頁
、
水
野
談
話
。

⑨
　
丸
山
鶴
吉
『
七
十
年
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
』
（
同
刊
行
会
、
一
九
五
五
年
）
五
四
頁
。
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⑩
　
当
蒋
総
督
府
内
で
は
、
一
九
一
九
年
八
月
の
官
話
改
革
以
前
か
ら
朝
鮮
に
在
任

　
し
て
い
た
生
え
抜
き
の
官
僚
を
「
在
来
種
」
、
官
鰯
改
革
直
後
に
本
国
か
ら
赴
任

　
し
て
き
た
高
級
官
僚
を
「
斬
来
種
」
と
呼
ん
だ
（
丸
山
、
前
掲
書
、
五
四
～
五
五

　
頁
）
。
両
者
の
対
立
は
、
例
え
ば
一
九
一
九
年
一
〇
月
、
　
ソ
ウ
ル
朝
憲
商
店
の
行

　
つ
た
「
閉
店
示
威
運
動
」
に
た
い
す
る
取
締
方
針
の
違
い
と
し
て
現
れ
、
在
来
種

　
局
部
長
の
反
対
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
新
来
種
」
幹
部
の
強
行
方
針
が
実
施
さ
れ

　
た
（
前
掲
「
（
座
談
会
）
朝
鮮
統
治
秘
話
」
（
三
）
七
九
～
八
○
頁
）
。

⑪
　
前
掲
「
（
座
談
会
）
朝
鮮
統
治
秘
話
」
（
二
）
、
八
七
頁
、
守
屋
談
話
を
参
照
の

　
こ
と
。

⑫
　
な
お
、
こ
の
人
都
の
後
、
警
察
機
長
改
編
に
か
か
わ
っ
た
官
僚
が
ど
の
よ
う
な

　
道
を
た
ど
っ
た
か
簡
単
に
見
て
お
き
た
い
。
宇
佐
美
勝
夫
は
、
水
野
に
慰
留
さ
れ

　
る
も
の
の
、
内
務
部
長
と
し
て
三
・
｝
運
動
勃
発
の
責
任
を
取
り
辞
任
。
後
に
本

　
国
で
葉
京
府
知
購
、
資
源
局
長
官
等
を
歴
任
し
た
。
最
終
官
歴
は
貴
族
員
勅
撰
議

　
員
（
～
一
九
四
二
年
）
。
国
友
尚
謙
は
、
引
き
続
き
総
督
府
に
残
っ
て
警
務
課
長

　
を
務
め
、
一
九
二
七
年
に
退
職
す
る
ま
で
警
務
局
勤
務
を
続
け
た
。
大
塚
常
三
郎

　
（
第
三
章
註
⑤
参
照
）
は
総
督
府
参
事
官
を
経
て
、
一
九
一
九
年
九
月
内
務
局
長

　
に
就
任
、
一
九
二
五
年
内
大
臣
秘
書
官
長
に
任
ぜ
ら
れ
本
国
に
戻
っ
た
。
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五
警
察
官
の
増
員

　
警
察
制
度
の
転
換
が
、
単
に
地
方
長
官
へ
の
警
察
権
委
譲
ぽ
か
り
で
な
く
、
警
察
力
の
強
化
と
い
う
構
想
を
早
く
か
ら
伏
在
さ
せ
て
い
た
こ

と
は
既
に
見
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
八
月
に
制
度
的
改
編
は
一
応
完
成
し
た
も
の
の
、
警
視
・
警
部
・
警
部
補
・
巡
査
等
の
警
察
官
の
定
員

に
つ
い
て
は
「
朝
鮮
総
督
之
ヲ
定
ム
」
と
あ
る
の
み
で
（
勅
令
三
九
一
号
）
、
具
体
的
な
肉
づ
け
ば
こ
れ
か
ら
だ
っ
た
。
　
し
か
も
期
限
は
三
ヵ
月
。

こ
の
第
二
の
課
題
で
あ
る
警
察
官
の
大
増
員
を
水
野
に
認
識
さ
せ
た
の
は
、
宇
佐
美
、
国
友
ら
、
警
察
制
度
の
改
革
に
携
わ
っ
た
妻
た
ち
だ
っ

た
。
治
安
体
制
の
確
立
を
危
急
の
要
件
と
見
な
し
て
い
た
彼
ら
は
、
水
野
に
対
し
て
八
月
八
日
の
時
点
で
働
き
か
け
を
始
め
て
い
る
。
制
度
改

革
が
枢
密
院
を
通
過
し
た
そ
の
当
日
で
あ
る
。
水
野
は
閣
員
に
紹
介
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
原
か
ら
渡
さ
れ
た
「
朝
鮮
統
治
私
見
」
に
よ
っ

て
よ
う
や
く
新
統
治
方
針
の
見
取
り
図
を
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

　
し
か
し
、
水
野
の
対
応
は
迅
速
だ
っ
た
。
新
総
督
内
定
の
斎
藤
や
法
欄
局
長
官
横
田
と
と
も
に
宇
佐
美
ら
と
の
協
議
に
臨
ん
だ
水
野
は
、
そ

の
日
、
二
つ
の
仕
事
を
や
っ
て
の
け
た
（
国
友
「
回
顧
」
一
七
～
一
八
頁
）
。
そ
の
一
つ
は
、
本
国
か
ら
の
巡
査
の
里
雪
を
打
診
し
て
お
く
こ
と
で

あ
り
、
岡
喜
七
郎
警
視
総
監
を
呼
び
つ
け
る
と
、
三
千
人
の
確
保
を
求
め
た
。
三
千
人
と
い
う
数
字
は
、
国
友
が
水
野
に
提
示
し
た
も
の
で
あ



る
。
も
う
一
つ
は
、
先
に
宇
佐
美
と
原
と
の
間
に
も
出
た
警
察
宮
の
武
装
の
件
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
水
野
は
軍
務
局
長
を
招
き
、
一
八
○

○
人
分
の
銃
器
そ
の
他
の
必
要
品
の
貸
与
を
取
り
付
け
た
。

　
水
野
・
斎
藤
に
正
式
に
辞
令
が
下
っ
た
の
は
八
月
一
二
日
。
こ
れ
以
前
に
、
警
察
官
の
増
員
は
と
も
か
く
も
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
た
。
そ

し
て
九
月
。
総
督
以
下
新
幹
部
が
着
任
、
舞
台
は
朝
鮮
に
移
る
。
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ま
ず
、
水
野
え
り
抜
き
の
警
察
官
僚
が
警
察
官
増
員
を
ど
う
考
え
て
い
た
か
を
探
ろ
う
。

　
野
口
警
務
局
長
の
急
逝
と
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
に
よ
り
内
務
局
長
か
ら
急
遽
警
務
局
長
に
代
わ
っ
た
赤
池
濃
の
場
合
、
「
焦
眉
の
時
務
は
只
一

っ
、
即
ち
百
里
を
排
し
て
警
察
を
樹
立
」
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
自
ら
警
務
局
長
就
任
を
願
い
出
た
九
月
三
日
、
「
警
官
五
百
人
の
増
員
を
乞
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

い
、
直
ち
に
承
認
を
得
て
い
る
。
地
方
警
察
の
幹
部
は
ど
う
か
。
九
月
一
五
聞
、
第
一
回
の
第
三
部
長
会
議
が
開
か
れ
た
そ
の
日
、
各
道
第
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

部
長
は
挟
を
連
ね
て
水
野
を
官
邸
に
訪
い
、
一
三
条
の
意
見
書
を
提
出
し
た
。
そ
の
一
項
に
は
「
警
察
官
増
員
」
の
要
求
が
あ
っ
た
と
言
う
。

こ
れ
ま
た
、
水
野
は
「
至
極
尤
も
の
こ
と
」
と
受
け
止
め
た
。

　
政
務
総
監
な
ら
び
に
腹
心
の
部
下
が
揃
っ
て
警
察
官
増
員
を
期
し
た
背
景
に
は
、
切
迫
し
た
朝
鮮
の
治
安
状
況
が
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
。
京
城
府
内
の
商
店
が
閉
店
示
威
を
し
続
け
て
い
る
、
「
監
獄
内
に
万
歳
を
叫
ぶ
囚
徒
が
あ
っ
た
」
、
「
地
方
に
於
て
は
内
地
人
の
立
退

を
請
求
す
る
」
朝
鮮
人
が
い
る
、
「
上
海
の
仮
政
府
を
信
じ
、
こ
れ
が
成
功
を
希
望
す
る
者
が
少
く
な
い
」
i
こ
れ
が
彼
ら
の
目
に
映
っ
た

　
　
　
　
③

朝
鮮
だ
っ
た
。
殊
に
当
時
の
治
安
方
針
が
「
京
城
中
心
主
義
」
で
あ
り
、
京
城
と
道
庁
所
在
地
以
外
の
地
方
で
は
「
仮
令
不
穏
の
こ
と
あ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

も
こ
れ
を
放
任
す
る
」
有
様
だ
っ
た
た
め
、
地
方
に
お
け
る
警
察
力
強
化
は
急
務
で
あ
っ
た
。

　
治
安
確
保
の
必
要
性
は
、
総
督
斎
藤
も
無
論
認
識
し
て
い
た
。
斎
藤
が
治
安
維
持
体
制
の
確
立
の
た
め
、
朝
鮮
軍
の
師
団
増
設
と
警
察
力
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

充
実
に
積
極
的
な
考
え
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
既
に
知
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
総
督
以
下
一
丸
と
な
っ
て
求
め
て
い
た
警
察
力
増
強
の
実
現
過
程
を
次
に
見
よ
う
。
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表3　制度改正後の警察官定員拡張

官 職

警

務

局

局長

事務官

通訳官

技師

属

技手

通訳生

従来の
定員㈲

6
2
　
4
　
4

日
朝

9
9
日

工
－

霞
朝

0
0
　
2

ー

ー

拡張による増力口

霜融次（のi第2次（b）

1
2

　
日

4

臼14

新定員合計
（B＝＝A十a十b）

｝

｝

1

10

8
445
3
9
】

比較増減

（B－A）

警
察
官
講
習
所

地

方

庁

十1

十2

÷4

十14

小計（i）
，2　1

21 一 73 十21

所長

教授

助教授

書記

1

Q
u
1
　
2

日
朝

一
日4

1 ｝
1
45
2

十4

十1

小計（ii） 7 5 一1 12 十5

事務官

警視

港務官

港務医宮

獣医宮

司都

警部補

港吏

港務医官補

獣医官補

技手

通訳生

巡査

｛晶21

　　1

　　1

｛日165
朝132

　　　4

　　　茸

　　i2

｛紹26エ7

朝3339

　13

日13

朝6

143

｛日596
朝262

3

日61

朝8
日122
朝　2

日4828　　　　日2983
jliB4749　　　　朝　　72

｝

｝

13

51

509

982

五
畠
2
n
j
O
4

　
　
　
1

18588

÷13

十22

十212

牽982

十12632

，1、計（iii） 630s　1　lo610 32sl　1　2016g 13861

総計（i・ii・iii）163671・・636 32sl　1　202s4 13887

註11．「従来の定員」における各級警察官には，警察業務に携わる憲兵は含ま

　　れない。
　　「従来の定員」中，「事務官」とは旧「警務官」を指す。

　　「従来の定員」中，「警察官講習所」とは旧「警宮練習所」を指す。

　　「従来の定員」中，「巡査（朝鮮人）」には「巡査補」を含む。

　　2．数字の前に付された「日」は日本人，「朝」は朝鮮入を蓑す。

出典：筋瀬徳松「日韓併合後に於ける朝鮮警察費の沿革」（『朝鮮』68号，1920

　　年9月）82～84頁よりfiF成o
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表4　第1次拡張における巡査の確保

確保想定先
　　（1）

日本からの転任

N本での募集

前巡査（日本人）

前巡査（朝鮮人）

前憲兵

前憲兵補助員（朝鮮人）

旧制度下の人数

2617

3330

3397

4749

確鮎掛実際轡人数

　1500

　3000

　全員

　全員

希望者

大部分

1454

3141

2617

3330

1338

4181

合 計 ・4・931・・…以上 16061

註：1．「確保想定先」のうち，「日本からの転任」は現職警察官の転任を

　　指し，「日本での募集」は新規採用を表す。

　2．「確保想定先」のうち，「前巡査（朝鮮人）」には巡査補を含む。

　3．「確保想定先」のうち，「前憲兵」は警察業務に携わる者のみを指す。

　4．「旧制度下の人数」は，実人数なので衷1一④の数字（定員）とは
　　必ずしも一・・一致しない。

出典1ジャパンアドバタイザー紙所載「朝鮮問題の側面観」（『朝鮮』工82

　号，1920年7月），72頁より作成。「確保予定人数」については「（座

　談会）朝鮮統治秘話j｛4｝，93頁を参照した（「含計」も）。

て
い
る
。
三
・
一
運
動
の
経
験
を
十
分
に
踏
ま
え
た
対
策
だ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　
こ
う
し
た
構
想
の
第
一
段
階
と
し
て
、
一
九
一
九
年
八
月
以
降
の
定
員
は
表

3
中
の
㈲
欄
に
示
さ
れ
た
人
員
分
を
増
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
「
第
一
次
拡

張
」
で
あ
る
。
斎
藤
が
記
し
た
通
り
、
宋
端
の
巡
査
の
定
員
が
拡
充
さ
れ
る
と

こ
ろ
に
眼
目
が
あ
っ
た
。
巡
査
の
確
保
に
は
、
お
お
よ
そ
表
4
中
の
ω
欄
の
よ

う
な
ル
ー
ト
が
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
基
づ
き
警
察
官
の
拡

充
を
二
ヶ
月
で
行
い
、
憲
兵
か
ら
の
業
務
引
継
（
「
国
境
監
視
」
以
外
）
を
三
ヶ
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

で
完
了
さ
せ
よ
う
と
い
う
の
だ
っ
た
。

　
さ
て
、
人
員
の
補
充
の
内
、
憲
兵
か
ら
の
転
職
者
に
つ
い
て
は
、
既
に
朝
鮮

憲
兵
隊
の
新
編
成
が
作
成
さ
れ
て
お
り
、
八
月
越
に
は
一
通
り
整
理
が
済
ん
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

警
察
官
へ
の
転
出
者
も
決
ま
っ
て
い
た
の
で
大
き
な
困
難
は
な
か
っ
た
。
難
題

は
本
国
か
ら
の
転
出
者
の
分
だ
っ
た
。
前
述
の
よ
う
に
水
野
は
巡
査
の
割
与
を

早
く
か
ら
打
診
し
て
い
た
が
、
他
方
で
警
視
庁
側
は
「
各
府
県
共
に
巡
査
不
足

に
困
り
つ
つ
あ
る
時
な
の
で
、
一
人
で
も
引
っ
張
ら
れ
る
と
い
ふ
こ
と
は
苦
痛

で
あ
る
」
と
の
立
場
だ
っ
た
（
『
蒔
事
新
報
』
一
九
・
八
・
三
）
。
岡
警
視
総
監
は
、

　
計
画
の
基
本
は
、
八
月
末
、
新
幹
部
の
野
口
警
務
局
長
、
小
林
事
務
官
ら
が
国
友
と
協
同
し
て
東
京
の
総
督
府
出
張
所
で
練
り
上
げ
た
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

わ
れ
る
。
そ
の
骨
子
は
、
斎
藤
が
阪
谷
芳
郎
宛
書
簡
で
述
べ
た
よ
う
に
、
「
従
来
ノ
一
万
五
千
人
二
対
シ
臨
時
二
巡
記
号
五
千
名
ヲ
増
員
…
…

各
面
一
二
駐
在
所
ヲ
設
置
シ
之
二
日
人
巡
査
声
名
ヲ
勤
務
セ
シ
メ
ム
ト
ス
ル
」
点
に
あ
っ
た
。
こ
れ
は
「
憲
兵
制
度
ノ
実
験
二
等
ス
ル
モ
一
駐

在
所
一
憲
兵
ナ
ル
ト
キ
ハ
四
面
皆
敵
ノ
間
ニ
ァ
リ
不
安
危
惧
ノ
念
二
駆
ラ
レ
機
敏
ノ
行
動
ヲ
為
シ
難
カ
リ
シ
」
こ
と
に
鑑
み
た
計
画
だ
と
さ
れ
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水
野
人
事
で
警
視
庁
幹
部
を
引
き
抜
か
れ
た
上
に
大
量
の
巡
査
を
供
出
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
不
満
を
抱
き
、
床
次
内
相
に
抗
議
ま
で
し
た
と
言

臨
こ
う
し
た
本
国
警
察
機
関
の
非
協
力
に
対
し
て
は
・
原
幕
が
喜
に
警
視
馨
に
。
添
え
ま
で
し
て
動
か
す
こ
と
で
解
決
が
図
ら
れ
た
・

　
こ
う
し
て
と
も
か
く
も
計
画
は
進
行
し
て
い
っ
た
。
実
際
の
巡
査
補
充
状
況
を
見
る
と
、
前
掲
表
4
中
の
②
欄
の
よ
う
で
あ
る
。
「
第
一
次

拡
張
」
は
、
ほ
ぼ
完
全
に
実
行
さ
れ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
巡
査
一
万
五
千
人
以
上
と
い
う
体
翻
が
固
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ

し
て
、
一
一
月
一
四
日
に
は
憲
兵
か
ら
任
務
の
引
継
が
完
了
し
、
＝
一
月
一
二
日
に
は
、
移
行
期
間
に
お
い
て
憲
兵
が
警
察
業
務
を
行
い
う
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

こ
と
を
定
め
て
い
た
勅
令
三
八
九
号
が
廃
止
さ
れ
た
。

　
続
い
て
一
九
二
〇
年
一
月
に
再
び
定
員
の
枠
が
広
げ
ら
れ
た
。
前
掲
表
3
中
㈲
欄
に
示
し
た
「
第
二
次
拡
張
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
朝
鮮
人

巡
査
の
導
入
が
極
め
て
少
な
い
こ
と
が
目
を
引
く
が
、
こ
れ
は
、
憲
兵
警
察
制
度
時
代
の
朝
鮮
人
憲
兵
補
助
員
の
行
動
に
鑑
み
た
も
の
と
い
う
。

す
な
わ
ち
、
国
境
警
備
の
憲
兵
補
助
員
の
中
で
「
不
平
あ
る
者
は
籍
か
に
派
遣
所
備
付
の
銃
器
を
盗
み
て
対
岸
に
逃
走
す
る
事
態
時
々
繰
返
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

れ
た
る
に
鑑
み
、
其
後
の
警
察
当
局
は
予
算
の
許
す
限
り
、
内
地
人
巡
査
の
増
員
を
企
て
」
た
の
だ
っ
た
。
第
二
次
拡
張
の
定
員
の
充
填
に
つ

い
て
は
正
確
な
こ
と
は
不
明
で
あ
る
が
、
三
月
三
一
日
ま
で
に
三
千
名
の
募
集
が
完
了
し
て
い
る
（
『
東
亜
日
報
』
二
〇
・
四
・
六
）
。

　
憲
兵
・
警
察
合
わ
せ
た
官
署
数
は
一
九
一
八
年
時
点
で
は
ほ
ぼ
二
面
に
一
個
の
割
合
だ
っ
た
が
、
二
次
の
拡
張
の
結
果
、
い
わ
ゆ
る
コ
府

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

郡
一
警
察
署
」
二
面
一
駐
在
所
」
の
原
則
が
実
現
し
た
。
三
・
一
運
動
時
か
ら
の
課
題
で
あ
っ
た
末
端
治
安
機
構
の
強
化
は
、
こ
こ
に
一
応

の
完
成
を
見
た
と
言
っ
て
よ
い
。
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⑬

　
こ
の
よ
う
に
、
制
度
改
正
後
、
警
察
体
制
は
「
膳
立
さ
れ
た
」
既
定
路
線
と
し
て
、
急
速
に
形
づ
く
ら
れ
て
い
っ
た
。
が
、
そ
の
一
方
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

急
場
造
り
故
の
様
々
な
歪
み
を
擁
し
て
も
い
た
。
拡
張
直
後
の
朝
鮮
警
察
に
関
し
て
は
多
く
の
研
究
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
簡
単
に
問
題
点

を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
て
お
く
。

　
第
一
に
拡
張
が
朝
鮮
民
衆
に
負
担
を
強
い
た
点
で
あ
る
。
「
警
察
制
度
改
正
以
来
各
地
方
二
新
設
セ
ラ
ル
ル
駐
在
所
建
設
費
ノ
如
キ
パ
概
ネ
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⑯

其
地
方
住
民
二
寄
附
ヲ
命
ズ
ル
ヲ
以
テ
人
民
ハ
頗
ル
困
惑
」
し
て
い
た
。
駐
在
所
の
新
設
費
用
を
「
国
費
を
以
て
負
担
せ
ず
地
方
に
負
担
せ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

め
、
負
担
し
得
な
か
っ
た
老
に
は
賦
役
を
課
す
。
そ
う
し
て
此
の
駐
在
所
の
薪
炭
玉
代
迄
地
方
に
負
担
せ
し
め
る
」
と
い
う
の
が
朝
鮮
人
の
声

だ
っ
た
。

　
第
二
に
数
を
揃
え
ん
が
た
め
に
、
往
々
に
し
て
警
察
官
の
質
が
軽
視
さ
れ
た
。
『
東
亜
日
報
』
の
伝
え
る
と
こ
ろ
で
は
、
警
察
官
新
規
採
用

の
際
、
「
当
局
で
は
警
官
と
な
る
人
材
の
選
択
を
す
る
余
裕
も
な
く
、
自
願
志
願
者
も
稀
少
だ
っ
た
の
で
特
別
任
用
に
よ
っ
て
試
験
な
し
で
警

官
に
採
用
さ
れ
た
者
が
多
数
に
達
し
た
」
。
「
と
こ
ろ
で
今
…
…
無
自
覚
な
人
材
を
当
局
で
警
官
と
し
て
採
用
し
た
と
言
っ
て
世
間
で
批
評
が
頻

々
と
あ
る
の
で
、
警
官
に
適
材
を
採
用
す
べ
き
時
だ
と
い
う
の
で
、
平
安
北
道
各
警
察
で
不
良
警
官
を
淘
沙
す
る
こ
と
に
な
っ
た
」
（
『
東
亜
日

報
』
二
一
．
六
・
二
八
）
。
三
・
一
運
動
器
以
来
の
警
察
官
の
無
試
験
任
用
が
も
た
ら
し
た
弊
害
を
窺
わ
せ
る
。
ま
た
こ
の
点
に
関
し
て
、
本
国

か
ら
募
集
さ
れ
て
来
た
日
本
人
巡
査
は
志
気
も
低
く
、
年
間
約
一
割
か
ら
一
割
七
分
を
補
充
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
、
警
察
官
の
移
動
は

は
な
は
だ
し
か
っ
た
と
い
う
（
『
東
亜
日
報
』
二
三
・
六
・
一
七
）
。

　
こ
れ
ら
の
事
情
か
ら
朝
鮮
人
側
で
は
、
当
初
か
ら
警
察
機
関
・
人
員
の
増
強
に
反
感
を
持
っ
て
い
た
。
馬
野
精
一
（
答
礼
海
道
第
三
部
長
）
の
回

顧
に
よ
れ
ば
、
民
衆
の
側
で
は
「
駐
在
所
が
出
来
る
と
、
種
々
な
事
項
に
干
渉
を
受
け
て
我
々
の
自
由
行
動
が
出
来
な
い
。
寧
ろ
駐
在
所
の
如

　
　
　
　
　
　
マ
畔
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

き
も
の
は
無
い
は
う
が
、
却
っ
て
我
々
の
為
に
便
利
で
あ
る
」
と
い
う
考
え
が
「
濃
っ
て
居
っ
た
」
と
い
う
。
そ
し
て
、
配
置
さ
れ
た
警
察
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

は
、
現
実
に
数
多
く
の
暴
行
・
不
正
事
件
を
引
き
起
こ
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
問
題
点
を
抱
え
つ
つ
も
警
察
力
強
化
は
大
き
な
画
期
と
な
っ
た
。
人
員
の
点
で
は
、
一
九
一
九
年
以
前
と
比
較
す
る
と
、
一
九
一

八
年
末
、
一
三
三
八
○
人
（
警
察
事
務
を
執
行
し
た
憲
兵
七
九
七
八
人
を
含
む
）
だ
っ
た
の
が
、
一
九
年
末
時
点
で
は
警
察
官
一
五
三
九
二
人
と
、
約

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

二
千
人
の
伸
び
が
認
め
ら
れ
る
。
警
察
機
関
数
は
一
八
六
一
箇
所
（
一
八
年
末
）
か
ら
二
七
六
一
箇
所
（
　
九
年
末
）
に
伸
び
た
。
警
察
費
に
つ
い

て
も
し
か
り
で
あ
る
。
一
九
一
八
年
度
か
ら
一
九
焦
、
度
に
か
け
、
警
察
費
予
算
（
憲
兵
費
、
憲
兵
補
助
員
費
を
含
む
）
は
、
八
○
○
万
謝
円
か
ら
一

七
七
五
二
円
へ
と
約
二
倍
に
伸
び
た
が
、
こ
の
一
九
年
度
予
算
中
、
第
一
次
第
二
次
の
両
拡
張
費
（
臨
時
予
算
と
し
て
計
上
）
が
実
に
四
割
を
占
め
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⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

て
い
た
。
そ
し
て
こ
の
臨
時
予
鐸
を
政
府
に
承
認
さ
せ
た
の
は
、
強
硬
な
態
度
で
折
衝
に
当
た
っ
た
水
野
政
務
総
監
だ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

　
こ
の
よ
う
な
、
三
・
一
運
動
期
に
増
強
さ
れ
た
警
察
力
は
、
数
字
の
う
え
で
日
中
戦
争
期
ま
で
横
這
い
で
あ
り
、
長
く
朝
鮮
の
治
安
維
持
力

の
水
準
を
規
定
す
る
も
の
と
な
っ
た
。

①
　
晶
嗣
掲
「
（
座
談
会
）
朝
鱗
肌
治
門
秘
話
」
（
三
）
、
六
八
頁
、
赤
池
談
話
。

②
前
掲
『
水
野
博
士
古
稀
記
念
論
策
と
随
筆
』
七
一
西
～
七
二
五
頁
。
な
お
、
こ

　
の
意
見
轡
に
つ
い
て
は
、
前
掲
「
（
座
談
会
）
朝
鮮
統
治
秘
話
」
（
三
）
、
七
噺
頁
、

　
及
び
千
葉
了
『
朝
鮮
独
立
運
動
秘
話
』
（
帝
国
地
方
行
政
学
会
、
　
一
九
二
五
年
）

　
一
六
五
頁
、
等
に
も
言
及
が
あ
る
。

③
前
掲
「
（
座
談
会
）
朝
鮮
統
治
秘
話
」
（
三
）
、
六
八
頁
。

④
　
同
右
、
七
〇
頁
。

⑤
　
朴
中
点
『
日
本
帝
国
主
義
の
朝
鮮
支
配
隔
上
巻
（
青
木
書
店
、
一
九
七
三
年
）

　
一
一
〇
六
～
二
一
〇
百
（
。

⑥
阪
谷
宛
公
文
書
簡
「
最
近
二
陣
ケ
ル
朝
鮮
ノ
情
勢
」
（
一
九
一
九
年
九
月
一
六

　
日
）
、
晶
剛
掲
『
万
歳
騒
職
擾
事
件
』
2
所
収
、
六
～
七
百
ハ
。

⑦
丸
山
、
前
掲
書
、
五
六
頁
。

⑧
　
田
騎
、
前
掲
書
、
六
六
九
～
六
七
〇
頁
。

⑨
前
掲
「
（
座
談
会
）
朝
鮮
統
治
秘
話
」
（
一
）
、
七
七
～
七
八
頁
、
水
野
談
話
。

⑩
　
勅
令
四
九
〇
号
「
大
正
八
年
勅
令
第
三
八
九
号
朝
鮮
二
於
ケ
ル
憲
兵
分
隊
又
ハ

　
憲
兵
分
遣
所
在
勤
憲
兵
ノ
職
務
二
関
ス
ル
件
廃
止
の
件
」
に
よ
る
。
勅
令
三
八
九

　
号
は
、
実
質
三
カ
月
余
り
存
在
し
た
の
み
の
法
令
で
あ
り
、
移
行
期
間
に
お
け
る

　
便
宜
的
措
畳
と
い
う
以
上
の
意
味
を
付
与
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

　
る
。
「
実
質
的
に
は
憲
兵
に
そ
の
ま
ま
警
察
業
務
を
担
当
さ
せ
、
結
果
的
に
は
表

面
的
な
普
通
警
察
制
度
と
憲
兵
警
察
糖
度
を
併
行
さ
せ
た
」
（
前
掲
『
韓
国
独
立

　
運
動
史
』
第
三
巻
、
八
九
頁
）
と
い
う
よ
う
な
評
価
に
は
や
や
無
理
が
あ
る
だ
ろ

　
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
原
首
相
が
枢
密
院
で
行
っ
．
て
い
る
釈
明
も
参
考
に
な

　
る
。
「
憲
兵
警
察
制
度
廃
止
ノ
際
二
黒
ケ
ル
処
理
二
関
シ
原
総
理
大
臣
ノ
弁
明
」

　
（
一
九
一
九
年
一
二
月
一
二
日
）
（
前
掲
『
枢
密
院
会
議
議
事
録
』
第
一
＝
巻
、
東

　
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
五
年
）
三
二
九
～
三
三
五
頁
を
参
照
の
こ
と
。

⑬
対
馬
郁
之
進
「
朝
鮮
に
於
け
る
憲
兵
警
察
統
一
制
度
の
考
察
」
（
一
）
（
『
法
学
論

　
叢
隠
四
九
巻
四
号
、
一
九
四
三
年
一
〇
月
）
五
〇
七
頁
。
ま
た
制
度
改
編
後
は
、

　
「
独
立
騒
ぎ
〔
三
・
一
運
動
〕
の
後
で
一
般
民
衆
は
勿
論
巡
査
ま
で
も
一
つ
の
民

　
族
心
理
に
動
揺
を
来
し
て
い
る
際
」
、
朝
鮮
人
巡
査
は
、
姜
宇
歪
投
爆
事
件
の
捜

　
査
に
雰
協
力
的
だ
っ
た
り
（
一
九
一
九
年
九
月
）
、
三
〇
筆
名
が
こ
ぞ
っ
て
京
城
鍾

　
路
署
で
同
盟
罷
業
を
起
こ
し
た
り
す
る
（
同
一
一
月
）
な
ど
、
問
題
が
相
次
い
で

　
い
た
と
言
う
（
千
葉
了
談
話
「
3
・
1
事
件
後
の
朝
鮮
に
赴
任
し
て
」
一
九
六
一

　
年
七
〔
月
一
二
日
《
中
央
日
韓
協
…
ム
五
保
存
テ
ー
プ
T
8
5
》
）
。

⑫
　
朝
鮮
総
督
府
警
務
局
『
朝
鮮
警
察
之
概
要
一
九
二
五
年
版
』
二
四
～
二
穴
頁
。

⑬
加
藤
伯
嶺
「
朝
鮮
警
察
の
今
昔
」
（
一
）
（
『
朝
鮮
』
二
三
二
号
、
一
九
三
四
年
九

　
月
）
九
五
頁
。

⑭
序
章
註
①
⑦
の
諸
研
究
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑮
　
内
田
良
平
「
朝
鮮
時
局
私
見
」
（
『
斎
藤
実
文
書
』
九
四
王
、
｝
九
二
〇
年
七
月
）
、

　
九
頁
。

⑯
同
光
会
本
部
編
「
朝
鮮
民
情
視
察
報
告
」
（
『
万
歳
騒
擾
事
件
』
2
所
収
、
一
九

　
二
三
年
）
五
九
～
六
〇
頁
。

⑰
馬
野
精
一
「
自
治
と
警
察
」
（
『
朝
鮮
地
方
行
政
』
四
巻
五
号
、
～
九
二
五
年
五

　
月
）
一
一
一
頁
。

⑱
林
皇
国
『
日
帝
下
潮
思
想
弾
圧
』
（
ソ
ウ
ル
、
平
和
出
版
社
、
一
九
八
五
年
）
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日本統治下の朝鮮における警察機構の改編（松腿）

　
一
六
一
；
貝
以
下
。

⑲
人
員
数
は
『
朝
鮮
総
督
府
統
計
年
報
』
各
年
版
に
よ
る
。
次
の
警
察
機
関
数
も

　
同
様
。

⑳
　
遣
瀬
徳
松
「
B
韓
併
合
後
に
於
け
る
朝
鮮
警
察
費
予
算
の
沿
革
」
（
『
朝
鮮
』
六

　
入
号
、
一
九
二
〇
年
九
月
）
八
一
頁
に
よ
れ
ば
、
警
察
関
係
費
総
額
一
六
七
五
万

　
円
中
、
第
一
次
拡
張
の
臨
時
警
務
費
が
五
八
六
万
円
（
コ
一
五
％
）
、
第
二
次
拡
張

お
　
わ
　
り
　
に

　
が
一
〇
〇
万
円
（
六
％
）
を
占
［
め
る
。

⑳
　
　
『
京
城
摂
報
』
二
〇
・
一
・
一
〇
。
な
お
、
水
野
と
本
国
政
府
の
予
算
折
衝
に

　
つ
い
て
は
、
竹
村
厩
郎
「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
期
に
お
け
る
天
皇
舗
内
務
官
僚
の

　
役
割
に
つ
い
て
一
植
民
地
朝
鮮
支
配
に
関
連
し
て
一
」
同
『
独
占
と
兵
器
生

　
産
』
（
勤
草
書
房
、
一
九
七
一
年
）
二
二
八
～
二
三
〇
頁
も
参
照
さ
れ
た
い
。

⑫
　
並
木
、
前
掲
論
文
、
六
六
～
六
七
頁
。

　
朝
鮮
人
の
民
族
的
抵
抗
を
弾
圧
す
る
こ
と
で
成
立
し
た
日
本
の
朝
鮮
支
配
は
、
武
力
的
弾
圧
統
治
体
飼
を
特
質
と
し
た
。
言
う
ま
で
も
な
く
、

警
察
機
構
は
そ
の
根
幹
を
成
し
て
い
た
。
し
か
し
、
三
・
一
独
立
運
動
は
、
そ
の
挙
族
的
性
格
の
故
に
警
察
機
構
総
体
の
改
編
を
迫
る
こ
と
に

な
っ
た
。
運
動
鎮
圧
過
程
に
お
い
て
軍
と
の
協
力
が
進
ま
ず
、
一
部
で
は
駐
在
所
の
撤
退
が
行
わ
れ
る
と
い
う
事
態
に
端
的
に
表
れ
た
問
題
点

と
は
、
末
端
の
治
安
維
持
機
構
の
拡
充
で
あ
っ
た
。
総
督
府
権
力
に
突
き
つ
け
ら
れ
た
こ
の
よ
う
な
課
題
は
、
翻
度
改
編
後
の
警
察
力
拡
張
と

い
う
形
で
早
期
に
実
現
さ
れ
る
。
弾
圧
体
制
が
さ
ら
に
強
化
さ
れ
て
い
く
、
こ
の
よ
う
な
経
過
を
概
観
す
れ
ば
、
総
督
府
が
「
朝
鮮
軍
の
増
強

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

が
成
立
し
な
か
っ
た
場
合
、
代
案
と
し
て
治
安
の
維
持
を
掲
げ
警
察
力
の
拡
大
を
期
そ
う
と
い
う
意
図
だ
っ
た
」
と
い
う
よ
う
な
見
解
は
皮
相

だ
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
警
察
力
の
増
強
は
「
代
案
」
な
ど
で
は
な
く
、
三
・
一
運
動
に
直
結
し
て
産
み
だ
さ
れ
た
対
策
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
三
・
一
運
動
と
警
察
力
拡
充
を
結
び
つ
け
る
媒
介
項
の
役
割
を
担
っ
た
の
は
、
誰
だ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
確
か
に
、
門
内
地
延
長

主
義
」
と
い
う
統
治
方
針
の
イ
メ
ー
ジ
を
抱
き
続
け
て
い
た
原
が
、
三
・
一
運
動
期
、
本
国
に
お
い
て
政
権
を
取
っ
て
い
た
こ
と
は
、
制
度
改

革
の
前
提
条
件
と
し
て
看
過
で
き
ま
い
。
一
方
で
、
三
・
一
運
動
に
よ
っ
て
憲
兵
警
察
制
度
の
構
造
的
問
題
点
を
軍
部
が
把
握
す
る
に
至
っ
た

こ
と
で
、
改
革
が
指
呼
の
位
置
に
謂
え
た
と
言
っ
て
よ
い
。
こ
の
点
、
原
や
軍
部
の
動
き
を
制
度
改
編
の
環
境
を
整
え
た
も
の
と
見
な
す
こ
と

は
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
治
安
維
持
の
強
化
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を
明
確
に
持
ち
、
か
つ
、
そ
れ
を
改
革
像
へ
投
影
し
よ
う
と
働
き
か
け

た
の
は
、
宇
佐
美
、
国
友
ら
総
督
府
官
僚
で
あ
っ
た
。
植
民
地
的
現
実
を
政
策
に
組
み
込
ん
だ
の
は
、
外
な
ら
ぬ
植
民
地
官
僚
だ
っ
た
の
で
あ
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る
。　

宇
佐
美
、
国
友
ら
は
制
度
改
編
ま
で
の
過
程
を
ほ
ぼ
全
面
的
に
担
っ
た
中
心
人
物
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
警
察
力
増
強
を
現
実
に
行
う
役
割

を
遂
行
し
た
の
は
、
水
野
と
そ
の
腹
心
の
新
幹
部
で
あ
っ
た
。
植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
警
察
力
強
化
の
画
期
と
な
る
三
・
＝
陞
後
の
拡
充
が
急

速
に
進
行
し
え
た
の
は
、
一
つ
に
は
計
画
が
斎
藤
総
督
赴
任
以
前
か
ら
練
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
も
よ
る
が
、
ま
た
、
そ
の
計
画
の
実
現

を
委
ね
ら
れ
た
の
が
政
務
総
監
選
り
す
ぐ
り
の
精
鋭
幹
部
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
げ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
当
時
期
の
警
察
機
構
の
改
編
と
は
、
こ
の
よ
う
に
、
基
本
的
に
、
植
民
地
的
現
実
に
根
差
し
植
民
地
官
僚
の
手
に
よ
っ
て
成
し
遂
げ
ら
れ
た

と
言
え
る
も
の
だ
っ
た
。

　
①
　
姜
吉
遠
、
前
掲
論
文
、
八
六
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
薄
士
後
期
課
程
　
京
都
市
左
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these　newest　archaeological　achievements．　There　are　many　examples

of　ceming　bronze　inscriptions，　they　have　a　certain　regular　style，　and　are

easy　and　effecient　to　anaiyze　by　comparison　with　each　other，　so　they

have　been　studied　witn　sorrie　success　and　are　noted　as　important　rnate－

rials　for　studying　the　government　organization　of　the　midd1e　and　later

Western　Zhou　period．　Because　of　the　！ack　of　documentation　studies，

however，　definition，　or　even　style　and　documentation　requirements　of

ceming　bronze　inscriptions　have　not　been　clarified．　So　their　material

characters　have　not　been　refiected　enough　in　using　them　as　historical

material．　Therefore，　in　the　first　part　of　this　article　the　author　defines

ceming　bronze　inscriptions，　limits　their　coverage　as　the　objects　to　analyze，

and　theni　confirms　their　documentation　requirements．　ln　the　second

part　he　analyzes　several　of　their　constituents，　such　as　ceming　ceremony，

oMcial　roles，・　and　roya！　bestowals，　and　clarifies　some　aspects　seen　directly

in　them　of　the　government　organization　of．　the　middle　and　later　Western

Zhou　period．　ln　the　third　part，　hased　on　the　fruits　of　the　second　part，

he　expands　the　objects　to　analyze　to　bronze　inscriptions　of　the　Western

Zhou　period　in　general，　and　examines　the　character　of　the　authority

structure　of　the　Western　Zhou　dynasty．　The　above　results　coRfirm　that

each　oMcial　role　cornmanded　by　ceming　was　individual　an　d　the　bureauc－

racy　of　the　middle　and　later　Western　Zhou　period　occupied　only　a

subordinate　part　in　the　authority　structure　at　that　time．

The　Reforms　of　Police　Aparatus　in　Colonial　Korea

　　　　　　witlt　special　attention　to　replacement　of　the

　　　　　　　　　military　police　systems　with　ordinary　systems

by

TosmmKo　Matsuda

　　The　purpose　of　this　study　is　to　elucidate　how　police　aparatus　in

Colonial　Korea　dealt　with　the　March　First　Movement　in　1919　and　in

what　course　it　was　reorganized　thereafter．　As　the　nationwide　anti－

Japanese　movement　revealed　the　lack　of　power　in　community　control

syste皿s，　Japanese　authorities　were　confronted　with　the　problem　of
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strengthening　the　local　police　force．

　　Actually，　already　in　theユ9エ0’s，　such　people　as　civ圭1　servants　in　the

Genera1　Government　and　Hara　Tak：ashi原敬，　an　able　Japanese　politician，

envisioned　reforrning　the　military　poiice　system　which　entrusted　gen－

darmes　witlt　handling　genera1　law　and　order　rnatters．　But　it　was　not

until　tne　March　First　Novement　that　minitary　authorities　both　in　the

Korean　General　Government　and　in　Japan　had　come　to　recognize　the

necessity　of　replacing　the　military　police　systems　with　ordinary　ones．

　　After　repressing　the　Korean　uprising，　in　the　course　of　legaliy　changing

police　systems，　police　expansion　was　also　realized．　lt　was　Usami　Katuo

宇佐美勝夫and　Kunitomo　Sh6ken国友尚謙，　both　high・ranking　oMcials

in　the　Korean　General　Government，　who　fully　recognized　the　urgency

of　expanding　the　security　force　and　who　made　efforts　to　realize　expan－

sion　when　negotiating　with　the　Japanese　government．　Then　Mizuno

Rentar6水野錬太郎，　new　director－general　of　polit圭cal　affairs　and　bureau－

crats　Mizuno　brought　with　him　from　Japan，　according　to　fixed　line，

strength　ened　the　police　force　immediately　after　the　1919　reform．

　　The　course　of　police　expansion　is　thus　represented　with　the　conciusion

tliat　realism　in　the　colony　was　incorporated　in　the　form　of　colonial　policy

by　colonial　othcials．

The　Birth　of　Metropolises　and　the

　　　　American　Working　Class

by

TAI〈EDA　Yu

　　In　the　process　of　transition　from　the　implosive　and　socially　intermixed

“wa！king　city　”　of　the　nlneteenth　century　to　the　exp1osive　and　segregated

metropolis　of　the　twentieth，　the　skilled　workers　cou！d　afford　to　move　out

ef　the　core　and　purchase　their　homes　in　the　newly　deve1oped　outer　rings

of　the　metropolis．　And　yet　the　less　skilled　workers　were　left　in　the

slum　areas　of　the　inner　city，　being　separated　and　segregated　spatialiy

as　well　as　socially　from　those　skilled　workers　in　the　outer　rings．

　　At　the　core　of　the　metropolis　where　most　workers　had　concentrated，
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